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大
慧
宗
果

の

「弁
邪
正
説
」
に

つ
い
て

廣

田

古
不

玄

(
は
じ
め
に
)

大
慧

宗
果

(
一
〇
八
九
-

一
一
六
三
)
は
、
看
話
禅
の
大
成
者
と
し
て
後
の
日
本

の
白
隠
慧
鶴

(
一
六
八
五
i

一
七
六
八
)
と
共
に
我

が
国

の
臨
済
宗
に
と

っ
て
重
要
な
祖
師
で
あ
る
。

そ
の
大
慧
宗
果
に
と

っ
て
、
邪
禅
、

つ
ま
り
黙
照
禅
を
筆
頭
と
す
る
誤

っ
た
禅
風

へ
の
批
判
は
、
自
己
の
禅
風
を
確
立
す
る
上
に
お
い

て
重
要
な
契
機
で
あ

っ
た
。
大
慧
と
い
え
ば
す
ぐ
に
黙
照
禅
と
の
対
立
が
連
想
さ
れ
る
ほ
ど
に
有
名
な
事
実

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
大
慧

の

黙
照
禅

批
判
は
強
烈
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
今
目
の
研
究
で
は
、
そ
の
批
判

の
対
象
で
あ
る
黙
照
禅

の
代
表
を
、
中
国
曹
洞
宗

の
宏
智
正
覚

(
一
〇
九

一
1

=

五
七
)
か

ら
、
同
じ
丹
霞
子
淳

(
一
〇
六
四
ー

=

一
七
)
下
の
真
歌
清
了

(
一
〇
八
八
ー

一
一
五

一
)
で
あ
る
と
訂
正
さ
れ

て
い
る
。
、

そ
の
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
は
、
紹
興
四
年

(
一
=
二
四
)
、
大
慧
四
六
歳

の
時
に
始
ま

っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
年
の

『
大
慧
年
譜
』

の
記
述
を
み
れ
ば
、



林
適
可
司
法
、
苓
を
洋
喚
に
靱
む
。
師
を
延
い
て
之
に
居
せ
し
む
。

因
み

に
弁
正
邪
説
を
著
し
て
之
を
攻
め
、
以
て

一
時
の
弊
を
救
う
。
時
に
宗
徒
、
妙
悟
を
擾
置
し
、
学
者
を
し
て
寂
黙
に
困
ぜ
し
む
。

と
記
し
、
福
州
の
洋
喚
苓
で

「弁
邪
正
説
」
を
作
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
慧
が
黙
照
禅
批
判
を
開
始
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
論
で
は
、

大
慧

の
邪
禅
批
判
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
論
で
あ
る
、
こ
の

「弁
邪
正
説
」
2
の
所
在
と
内
容
に
つ
い
て
、
『
大
慧
書
』
の
諸
注
釈
書
の

記
述
を
下
に
検
討
し
て
い
く
。
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(「
弁
邪
正
説
」
に
つ
い
て
)

前
述
し
た
よ
う
に
、
従
来
は
そ
の
大
慧
が
批
判
し
た
黙
照
禅

の
筆
頭
が
、
宏
智
正
覚
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
そ
の
当

時

の
曹
洞
宗
の
禅
者
の
中
で
、
最
も
有
名
な
禅
者
が
宏
智
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
宏
智
に

「黙
照
銘
」
と
題
し
た
銘
文
が
残
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
3。
し
か
も
、
宏
智
に
黙
照
禅
的
な
禅
風
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
大
慧

の
批
判
の
対
象
で
あ

っ
た

と

い
え
よ
う
が
、
大
慧
の
批
判
し
た
当

の
相
手
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
根
拠
は
な

い
。

一
方
、
宏
智
の
兄
弟
子
に
あ
た

る
真
欺
清
了
に
つ
い
て
は
、
大
慧
と
の
関
係
を
あ
わ
せ
て
批
判
対
象
と
し
て
確
実
視
さ
れ
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『朱
子
語
類
』
巻

一
二
六
に
よ
れ
ば
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

昔
日

了
老
、
専
ら
人
を
し
て
坐
禅
せ
し
む
。
呆
老
以
て
然
ら
ず
と
為
し
、
正
邪
論
を
著
し
て
こ
れ
を
排
す
。
其
の
後

呆
天
童
に
在

っ
て
、

了
老
乃
ち

一
向
に
師
と
し
て
礼
拝
す
。
呆
遂
に
こ
れ
と
同
じ
て
、
死
に
及
ん
で
こ
れ
が
為
に
銘
を
作
す
。
問
う
、
渠
既
に
清
浄
寂
滅
を

要
す
。
如
何
な
る
か
不
坐
禅
、
曰
く
、
渠
又
有
悟
を
得
ん
と
要
す
。
果
奮
甚
だ
喜
ぶ
。
子
紹
南
に
帰
る
に
及
ん
で
、
書
を
飴

っ
て
こ
れ

を
責

め
、
以
て
前
日
と
不
同
と
為
る
。
今
其
の
小
師
、
果
の
文
字
を
録
す
る
に
、
正
邪
論
と
子
紹
の
書
を
去
る

(『
朱
子
語
類
』
中
公
出
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版

本

、

=

二
六

上

、

四

八

五

三
)
。

了
老

と
は
真
欺
の
こ
と
で
あ
り
、
呆
老
と
は
大
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
朱
子
の
記
述
に
は
大
慧
と
宏
智
と
の
混
同
も
見
ら
れ
る
。
と

い
う
の
も
、
真
欲
の
塔
銘
の
作
者
は
宏
智
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
明
確
に
黙
照
禅
者
を
真
欺
清
了
と
断
定
し
て
い
る
。

さ
て
、
大
慧
に
と

っ
て
黙
照
禅
を
は
じ
め
と
す
る
邪
禅
を
批
判
す
る
意
図
は

一
体
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。
と
も
す
れ
ば
臨
済
禅
と
曹
洞

禅
の
対

立
と
い
う
構
造

の
み
で
解
釈
さ
れ
が
ち
な
こ
の
事
実
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
思
想
の
下
に
な
さ
れ
た
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
上
記

『年
譜
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る

「弁
邪
正
説
」
の
存
在
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

こ
れ

は
、
『
大
慧
書
』
に
見
ら
れ
る
次

の
よ
う
な
大
慧
自
身
の
言
葉
に
よ

っ
て
、
そ
の
存
在
と
性
格
が
窺
え
る
。

今
諸

方
の
漆
桶
輩
、
只
だ
方
便
を
守

っ
て
捨

て
ず
、
実
法
を
以
て
人
を
指
示
す
る
が
為
に
、
故
を
以
て
人
の
眼
を
階
す
る
こ
と
少
な
か

ら
ず

。
所
以
に
山
野
弁
邪
正
説
を
作
し
て
、
以
て
こ
れ
を
救
う

(
「答
曾
侍
郎
書
、
第
五
書
」
大
正
蔵
四
七
-
九

一
九

a
)
。

こ

の
記
述
か
ら

「弁
邪
正
説
」

た
も

の
だ
と
理
解
で
き
る
。

「弁

邪
正
説
」
に

つ
い
て
は
、
が
、
そ
の
当
時
に
は
び
こ
っ
て
い
た
誤

っ
た
禅
者
か
ら
学
人
を
救
お
う
と
い
う
意
図
を
も

っ
て
な
さ
れ

さ
ら
に
も
う

一
つ
、
元
代
に
成
立
し
た

『仏
祖
歴
代
通
載
』
に
も
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

師
は
関
の
諸
方
の
学
者
が
黙
照
に
困
ず
る
に
、
弁
邪
正
説
を
作
し
、
以
て
其
の
幣
を
救
う

(『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
〇

六
九

〇
b
)
。

大
正
蔵
四
九
ー
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こ
の
よ
う
に
、
各
所
に

「弁
邪
正
説
」
の
存
在
は
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
現
在

の
学
説
で
は
、
こ
の

「弁
邪

正
説
」
は
存
在
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

「弁
邪
正
説
」
に
つ
い
て
、
柳
田
聖
山
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

ま
ず
、

「弁
邪
正
説
」
の
価
値
を
、
「大
慧
と
士
大
夫
た
ち
と
の
交
渉
を
考
え
る
上
に
、
最
も
重
要
な
視
点
の

一
つ
な

の
だ
」
と
述
べ
る
。

そ
れ
と

同
時
に
、
上
記
の

『朱
子
語
類
』
の
記
述
を
元
に
し
て
、
現
在

の

『大
慧
書
』
に
は
、
張
子
詔
、

つ
ま
り
後

に
そ
の
関
係
の
深
さ

か
ら
連

座
し
、
衡
州
、
梅
州

へ
配
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
張
九
成
そ
の
人
に
あ

て
た
書
簡
が
、
た

っ
た

の

一
通
し
か
残

っ
て
い
な
い
こ

と
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
慧
と
張
子
紹
と

の
関
係
の
深
さ
か
ら
い

っ
て
も
明
ら
か
に
奇
妙
で
あ
る
。
そ
し

て
、
『
朱
文
公
文
集
』

巻
六
三
に
収
め
ら
れ
る

「答
孫
敬
甫
」
に
あ
る
、
張
子
紹
の
実
力
に
疑
問
を
感
じ
た
大
慧
が
、
そ
の
当
時
の
大
蔵
経

の
印
本
か
ら
張
子
紹

へ
の
言
葉
を
削
除
し
た
と

い
う
記
述
を
根
拠
に
し
て
、
当
時
す
で
に

『大
慧
書
』
に
改
編
が
加
わ

っ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の
時
に

「弁
邪
正
説
」
も
ま
た
同
時
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
察
さ
れ
て
い
る

(「看
話
と
黙
照
」
花
大
研
究
紀
要
六
、

一
九
七
五

取
意
)
。

し
か

し
、
「弁
邪
正
説
」
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
る

「答
曾
侍
郎
書
」
を
収
め
る

『
大
慧
書
』
に
は
多
く
の
注
釈
書
が
あ
り
、
例
え
ば
そ
の

中
で
最

も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
、
日
本
の
無
著
道
忠

(
一
六
五
三
-

一
七
四
四
)
の

『
大
慧
書
拷
楮
樹
』

の

「弁
邪

正
説
」
に
つ
い
て
の

注
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

「正
法
眼
蔵
三
下
示
衆
是
也
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(無
著
道
忠

『
大
慧
書
楮
楮
樹
』
禅
文
化

研
究
所

刊

一
一
二
頁
)
。
こ
れ
は
他
の

『
大
慧
書
』

の
抄
物
に
つ
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。
4

本
来

な
ら
ば
、
こ
の
指
摘
に
よ

っ
て
、

「弁
邪
正
説
」
が

『
正
法
眼
蔵
』
末
の
示
衆
で
あ
る
と
断
定
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
「弁

邪
正
説
」
は
、
大
慧
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
従
来
は
現
存
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、

慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
検
討
に
よ

っ
て
、
真
の
大
慧

の
邪
禅
批
判

の
意
図
を
知
る
こ
と
も

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
無
著
を
は
じ
め
と
す
る

『
大
慧
書
』
の
注
釈
書

の
指
摘
を
巡

っ
て
、

「弁
邪
正
説
」
と

『
正
法
眼
蔵
』
末

の
示
衆
と

の
関
係
を
検

討
し
て
み
よ
う
。
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(
「弁
邪
正
説
」
と

『
正
法
眼
蔵
』
末
の
示
衆
と
の
関
連
性
)

さ

て
、
『
大
慧
書
拷
楮
樹
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
「正
法
眼
蔵
三
下
示
衆
是
也
」
と
い
う
の
は
、
大
慧
宗
果
が
祖
師
の
機
縁
を
ま
と
め

た

『
正
法
眼
蔵
』

の
末
に
付
さ
れ
た

「妙
喜
示
衆
云
古
人
道
大
智
無
分
別
大
用
無
理
事

云
々
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い

う

の
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
第
三
巻
に
示
衆
は
こ
の
部
分
し
か
存
在
せ
ず
、
ま
た

こ
の
部
分
は

『
正
法
眼
蔵
』
の
古
則

公
案
を
集
め
る
と
い

う
趣

旨
か
ら
い
え
ば
、
此
二
か
趣
を
異
に
す
る
。
そ
し
て
こ
の
示
衆
は
、
宮
内
庁
所
蔵

の
宋
版

『
正
法
眼
蔵
』
を
始
め
と
し
て
、
現
存
す
る

全
て

の

『
正
法
眼
蔵
』
に
付
載
さ
れ
、
ま
た
そ
の
内
容
の
重
要
性
か
ら
、
従
来

の
学
者
も
そ
の
存
在
に
は
注
意
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

例

え
ば
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
「な
お
、
『
正
法
眼
蔵
』
三
巻
の
末
尾
に
大
慧
自
身

の
長
い
示
衆

の

一
段
が
あ
る
。
こ
の

一
段
は
、
古
尊
宿

の
機

語
を
集
め
る
と
い
う
こ
の
書
の
趣
旨
と
異
な

っ
て
い
る
。
今
日
、
宮
内
庁
に
蔵
す
る

『福
州
開
元
寺
版
大
蔵
経
』
の

『
大
慧
語
録
』

三
十
巻
の
末
に
、

「大
慧
禅
師
普
説
」
の

一
巻
が
あ
る
。
大
正
蔵
に
収
め
ぬ
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
東
禅
寺
版
大
蔵
経
の
本
に
は
な
か

っ
た
の

で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

『
大
慧
普
説
』

一
巻
は
、
右
に
い
う

『
正
法
眼
蔵
』
末
尾
の
示
衆
に
、
別

の
法
語
二
編
を
合
わ
せ
た
も
の

で
あ

る
。
『
正
法
眼
蔵
』
が

『
普
説
』
を
と

っ
た

の
か
、
『
普
説
』
が

『
正
法
眼
蔵
』
を
と

っ
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ

い
ず
れ
と
も
決
し
が

た
い
が
、
内
容
は
大
慧
が
雲
門
に
い
た
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
(
「無
字

の
周
辺
」
禅
文
化
研
究
所
紀
要
七

一
九
七

五
)
と
問
題
視
し
て

い
る
。
柳
田
氏
の
指
摘
す
る
雲
門
苓
が
、
大
慧

の
住
し
た

い
く

つ
か
の
雲
門
巷
の
ど
れ
を
指
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
し
か
し
い

ず
れ

に
せ
よ
、
こ
の
示
衆
に
は
そ
れ
を
判
断
す
る
べ
き
明
確
な
根
拠
は
無
い
。
ま
た
、
石
井
修
道
氏
は
、
自
身

の
著
書
の
中
で
、
大
慧

の

邪
禅

批
判
の
例
と
し
て
本
示
衆

の

一
部
を
書
き
下
し
て
お
り

(『道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
三
〇

二
頁

大
蔵
出
版

一
九
九

一
)、
そ

の
他

に
も
曹
洞
系

の
学
者
に
よ

っ
て
、
本
示
衆
中
の
大
慧

の
五
位
観
に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
て
き
て
も
い
る
。

先

の
入
蔵
し
た

『
大
慧
語
録
』
に
は
、
柳
田
氏
の
指
摘

の
通
り
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
の
二
版
が
あ
る
が
、
東
禅
寺
版
は
三
〇
巻

で

あ
り
、
開
元
寺
版
は
三
〇
巻

の
語
録
に
附
巻
と
し
て
普
説

一
巻
が
加
え
ら
れ
て
全
体
で
は
三

一
巻
で
あ
る
5
。
実
際
、
宮
内
庁
所
蔵
の
福
州

開
元
寺
版
大
蔵
経
の

『
大
慧
語
録
』
は
三

一
巻
構
成

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
附
巻
の

一
巻

の
内
容
は
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
示
衆
と
他
の
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法
語
二
編
、
「性
道
人
請
普
説
」
「示
陳
提
挙
」
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
石
井
修
道
氏
は
、
「大
慧
語
録

の
基
礎
的
研
究

(上
)
」
(駒
沢
仏
教
紀
要
三

一
・
S
四
八
)
に
お
い
て
、
東
禅
寺
版
三
〇
巻
本
に

不
足
の

一
巻
を
補

っ
た
も
の
が
開
元
寺
版
三

一
巻
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
石
井
氏
の
指
摘
は
根
拠
が
薄

い
よ
う
に
思
え
る
。

と
い
う

の
も
、
石
井
氏
に
よ
れ
ば
、
『
大
慧
語
録
』
を
重
編
し
た
、
黄
文
昌
に
よ
る

『法
語
』
の
末
尾
に
あ
る
、
「大
慧
禅
師
説
法
、
四
十

余
年
、

言
句
満
天
下
。
平
時
不
許
参
徒
編
録
、
而
柄
子
私
自
伝
写
、
遂
成
巻
秩
。
晩
年
因
衆
力
請
、
乃
許
流
通
。
然
在
会
有
先
後
、
見
聞

有
詳
略

。
又
賢
士
大
夫
所
得
法
語
、
各
自
宝
蔵
、
無
縁
尽
観
。
今
之
所
収
、
殊
為
未
尽
、
侯
更
採
集
、
別
為
後
録
。
文
昌
謹
白
」
、
つ
ま
り
、

大
慧
の
説
法
が
あ
ま
り
に
も
多

い
の
で
、
不
足
の
分
は
後
録
と
し
て
ま
と
め
た
、
と
い
う
黄
文
昌
自
身
の
言
葉
と
、

附
巻
の

一
巻
の
末
に

あ
る
、
紹
興
己
巳

(
=

四
九
)
と

い
う
、
本
示
衆
と
は
別
の
法
語

の
識
語
か
ら
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
大
慧
語
録
』
が

完
成
し
、
乾
道
七
年

(
=

七

一
)

の
末
か
ら
そ
の
翌
年

の
始
め
に
入
蔵
す
る
ま
で
に
、
た
と
え
後
録
と
い
う
形
を

と

っ
た
に
せ
よ
、
更

に
三

一
巻

の
形
に
な

っ
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な

い
よ
う
に
思
え
る
。

推
測

で
は
あ
る
が
、
『大
慧
語
録
』
は
、
入
蔵
の
時
点
で
三

一
巻
構
成
で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
と

い
う
の
も
、
三
〇
巻
構
成

で
あ
る

東
禅
寺
版
を
刊
行
し
た
、
福
州
東
禅
寺
の
当
時

の
住
持
は
、
大
慧
の
二
代
下
に
あ
た
る
、
大
慧
派
の
寓
巷
徳
潜

(不
詳
)
で
あ

っ
た
。
そ

し
て

『大
慧
語
録
』
を
上
進
し
た
、
大
慧
の
法
嗣
で
あ
る
普
慈
薙
聞

(?
1

=

七
九
)
と
の
関
係
は
、
大
慧
派
の
叔
甥
の
関
係
だ
け
で

な
く
、
薙
聞
は
径
山
の
第
二
一二
世
、
徳
潜
は
同
二
四
世
と

い
う
関
係
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
徳
潜

の
師
で
あ
る
蒙
庵
思
嶽

(不
詳
)
も
福
州

東
禅
寺
住
持

で
あ
る
か
ら
、
入
蔵
し
た
乾
道
年
間
の
東
禅
寺
は
、
大
慧
派

の
僧
が
続
け
て
住
持
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、

こ
の

『大
慧
語
録
』
の
入
蔵
は
、
大
慧
派
の
人
間
と
東
禅
寺
と
い
う
私
的
な
関
係
が
大
き
く
働

い
た
と
考
え
ら
れ
る
6
。

一
方
開
元
寺
住
持

の
浄
明
大
師
紹
玉
は
、
大
慧
派
と
は
関
係
が
無

い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
と
、
前
述
し
た

『朱
子
語
類
』
の
記
述
の
、
大
慧
の
弟
子
た
ち
溺

「弁
邪
正
説
」
を
省
い
た
、
と

い
う
記
述
と
考
え
合

わ
せ
る
と
、
大
慧
下
の
魎
聞
、
徳
潜
に
よ

っ
て
最
後
の

一
巻
が
省
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
朱

子
の
証
言
は
、
東
禅
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寺
版
成
立
の
過
程
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
と
の

一
巻

の
差
が
説

明
で
き
よ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
本
示
衆
と

「弁
邪
正
説
」
と
の
関
連
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
、
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

こ
の

『
正
法
眼
蔵
』
に
付
さ
れ
る
示
衆
の
中
に
は
、
後
に
見
る
よ
う
に

「執
邪
為
正
」
と
い
う
語
も
見
ら
れ
、
そ

の
意
図
を
も

っ
て
著

さ
れ
た

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
明
代
の
曹
洞
宗
の
堪
然
円
澄

(
一
五
六

一
-

一
六
二
六
)
に
よ

っ
て
重
刻
さ
れ
た
時
に
な
さ
れ
た
、
円
澄
に

よ
る
序
文
を
見
て
み
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
の
重
刻
の
序

正
法

眼
蔵
と
い
う
こ
と
は
言
い
難
し
。
ま
た
請
う
、
喩
え
を
以
て
明
ら
か
に
せ
ん
。
讐
え
ば
浄
眼
の
森
羅
を
洞
見
し
て
、
こ
れ
を
取
れ

ど
も
窮
ま
り
無
く
、

こ
れ
を
用

い
れ
ど
も
尽
き
る
こ
と
無
き
が
如
し
。
故
に
名
づ
け

て
蔵
と
日
う
。
夫
れ
蔵
と
い
う
は
含
蔵
、
最
も
広

し
。

邪
正
相
襟
わ
り
浬
清
辮
じ
難
し
。
甚
し
き
は
、
邪
が
能
く
正
を
奪

い
、
反

っ
て
邪
と
為
る
に
至
る
。
故
に
泉

眼
通
ぜ
ざ
れ
ば
泥
沙

立
塞

し
、
法
眼
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
邪
見
層
出
す
る
に
似
た
り
。
泥
沙
を
別
挟
し
て
泉
眼
通
じ
、
邪
見
を
勇
除
し
て
法
眼
正
し
。
至
人
に

非
ざ

る
に
よ
ら
ず
ん
ば
、
其
れ
何
ぞ
択
ば
ん
。
い
ず
く
ん
ぞ
昔
、
竺
乾
に
九
十
六
種

の
正
に
背

い
て
邪
に
趨
う
も

の
有
り
。
二
十
八
人

邪
を
擢

い
て
正
を
持
す
。
東
土
に
家
す
る
に
逮
ん
で
、
白
馬
西
来
し
て
正
教
始
め

て
濁
世
に
興
る
。
名
相
尋
ね
て
邪
宗
に
陥
る
。
是
に

由

っ
て
達
磨
大
師
繁
萎
を
掃
除
し
て
、
直
に
本
心
を
示
す
。
嗣
後
に
五
宗
に
分
派
し
て
、
各
お
の
門
風
を
別
に
す
。
其
の
枢
要
を
会
す

る

に
、
卓
乎
と
し
て
純
正
な
り
。
誼
ぞ
意
わ
ん
。
人
根
寝
劣
り
、
法
久
し
く
幣
生
ず
。
或
い
は
虚
を
承
け
、
響
に
接
し
、
盲
枷
階
棒
を

以

て
、
妄
り
に
通
宗
と
號
す
。
或

い
は
拙
を
守
り
、
愚
を
抱
き
、

一
味
不
言
を
以
て
目
づ
け
て
本
分
と
為
す
。
或

い
は
彷
彿
依
稀
と
し

て
自
ら
了
悟
と
稻
す
。
或
い
は
唇
を
揺
ら
し
て
舌
を
鼓
ち
、
以

っ
て
平
生
に
当

つ
。
是
く
の
如
き
も
の
、
百
二
十
家
有
り
。
痴
揮
自
ら

人
を
瞭
き
、
狂
邪
に
倫
溺
す
。
故
に
我
が
大
慧
老
人
、
悲
願
力
を
承
け
て
、
無
畏
心
を
運
び
、
五
家
を
決
択
し
て
最
も
正
し
き
者
を
提



摯
し

て
凡
そ
百
余
人
を
裏
め
て
以
て
秩
と
成
す
。
目
づ
け
て
正
法
眼
蔵
と
日
う
。
是

の
書
や
、
白
沢
の
嚢
を
懸
け

て
、
精
妖
な
る
魂
を

喪
し
、
金
剛
剣
を
乗

っ
て
、
魔
外
縦
を
潜
む
る
が
如
し
。
四
七
の
古
錐
の
宗
眼
、
二
三
の
老
漢

の
家
珍
、
程
途
に
渉
ら
ず
、

一
覧
し
て

具
さ
に
足
れ
り
。
後
学

の
指
南
た
る
こ
と
此
れ
に
加
わ
う
る
こ
と
無
き
を
知
り
ぬ
。
時
に
繍
水

の
普
善
庵
の
沙
門
慧
悦
居
士
、
春
門
の

徐
弘
澤
と

い
う
も
の
有

っ
て
、
自
ら
奇
遇
を
慶
ん
で
彼
の
未
聞
を
嵯
く
。
仏
恩
を
報
ぜ
ん
こ
と
を
翼

っ
て
、
資
を
募

て
、
重
ね
て
刻
し
、

余
に
属
し
て
序
を
為
し
め
て
、
以
て
志
を
同
じ
う
し
て
参
学
す
る
者
を
う
。
即
ち
法
界
無
辺
の
門
に
遊
び
、
古
今
刹

那
の
念
に
融
け
し

む
る
。
猶
お
是
れ
功
勲
辺
の
事
の
ご
と
し
。
若
し
能
く
了
悟
す
る
と
き
は
、
則
ち
自
心
何
を
か
知
り
、
自
眼
何
を
か
見
ん
。
見
に
非
ず
、

知
に
非
ず
。
是
れ
真
の
正
法
眼
蔵
を
得
た
る
者
な
り
。

万
暦
丙
辰

(
一
六

一
六
)
端
陽
日
嗣
曹
洞
正
宗
第

二
十
七
代
古
越
顕
聖
寺
住
持
沙
門

円
澄

撰
7

(続
蔵
経

=

八
i

一
上
)
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こ
の
序
文
は
、
明
ら
か
に
正
と
邪
と
い
う

こ
と
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
円
澄
が
こ
の
よ
う
な
内
容
の
序
文

を

『
正
法
眼
蔵
』
に
付
し
た
の
は
、
こ
の

『
正
法
眼
蔵
』
に
付
さ
れ
る
示
衆
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
存

す
る

『
正
法
眼
蔵
』
に
は
序
践
は
無

い
。
宮
内
庁
所
蔵
の
宋
版

『
正
法
眼
蔵
』
に
も
序
祓
は
み
ら
れ
な
い
。
そ

の

一
方

で

『
正
法

眼
蔵
』
に
は
、
別
に
序
践
の
付
さ
れ
た
本
が
あ

っ
た
こ
と
が
柳
田
聖
山
、
石
井
修
道
両
氏
に
よ

っ
て
推
測
さ
れ
て
い
る
8。
残
念
な
が
ら
そ

の
本
は
現
存
し
な

い
し
、
円
澄
が
重
刻
し
た

の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

こ
の
示
衆
の
付
さ
れ
た
本

の
方
な
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
も
ま
た
意
図

が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た

、
明
代
に
、
崔
汝
稜

(
一
五
四
〇
i

一
六

一
〇
)
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ
た
、
禅
宗
の
伝
燈
相
承
を
中
心
と
し
た
仏
教
通
史

の
書
の

一
つ
で
あ
る
、
『
指
月
録
』
所
収
の

『大
慧
普
畳
禅
師
語
要
』
「普
説
」
章
に
も
、

こ
の
示
衆
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ

の
後
の
瀧
汝
稜
に

よ
る
評

に
は
、
「右
皆
な
邪
解
警
語
を
斥
く
る
を
指
す
。
而
し
て
若
し
實
庭
に
著
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
則
ち
此
等
と
何
ぞ
異
な
る
や
。
又
最

警
策
な

り
。
葛
藤
を
厭
う
こ
と
無
し
」
(続
蔵

経

一
四
三
-
七
三
六
下
)
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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さ

て
、
「弁
邪
正
説
」
と

『
正
法
眼
蔵
』
末
の
示
衆
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た

っ
て
、
大
慧

の
邪
禅
批
判
に

つ
い
て
検
討
せ
ね
ば
な

ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
が

「弁
邪
正
説
」
の
趣
旨
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

大
慧
は
そ
の
語
録
中
に
お
い
て
、
様

々
に
邪
禅
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
『
大
慧
書
』
か
ら
代
表
的
な
部
分
を
引
用
す
る
。

或

い
は

一
問

一
答
、
末
後

一
句
多
く
す
る
を
以
て
、
禅
者
と
為
す
。
或
い
は
古
人
の
入
道

の
因
縁
、
頭
を
聚
め
て
商
推
し
、
遮
裏
は
是

れ
虚
、
那
裏
は
是
れ
実
、
遮
語
は
玄
、
那
語
は
妙
、
或

い
は
代
、
或
い
は
別
と
云
う
を
、
禅
者
と
為
す
。
或
い
は
眼
に
見
、
耳
で
聞
き
、

和
会

し
て
三
界
唯
心
万
法
唯
識
上
に
在
る
を
禅
者
と
為
す
。
或

い
は
無
言
無
説
を
以
て
、
黒
山
下
鬼
窟
裏

に
坐
在

し
て
、
眉
を
閉
じ
眼

を
合
わ
せ
、
こ
れ
を
威
音
王
那
畔
父
母
未
生
時

の
消
息
と
謂

い
、
ま
た
こ
れ
を
黙
し
て
常
に
照
ら
す
を
謂
い
て
、
禅
者
と
為
す
。
此
等

の
輩

の
如
き
、
妙
悟
を
求
め
ず
、
悟
を
以
て
第

二
頭
に
落
在
す
る
と
為
し
、
悟
を
以
て
人
を
証
読
し
、
悟
を
以
て
建
立
と
為
し
、
自
ら

て
悟
ら
ず
、
亦
た
悟
有
る
こ
と
も
信
ぜ
ざ
る
底
な
り

(『
大
慧
書
』

「答
張
舎
人
状
元
書
」
大
正
蔵
四
七
-
九
四
b
)。

そ
の
中
で
も
、
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
特
に
黙
照
禅
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
。

る
邪
禅
批
判
に
最
も
端
的
に
表
れ

て
い
る
。

そ
れ
は
次
の

『
大
慧
書
』
「答
李

郎
中
書
」
に
見
ら
れ

邪
見

の
上
の
者
、
見
聞
覚
知
に
和
会
し
て
自
己
と
為
し
、
現
量
境
界
を
以
て
心
地
の
法
門
と
為
す
。
下
の
者
、
業

識
を
弄
し
、
門
頭
を

認
め

て
戸
口
と
し
、
両
片
皮
を
簸

て
、
玄
を
談
じ
、
妙
を
説
く
。
甚
し
き
者
、
発
狂
に
至

っ
て
字
数
を
勒
せ
ず
、
胡
言
漢
語
、
東
を
指

し
西
を
画
す
。
下
下
の
者
、
黙
照
無
言
、
空
空
寂
寂
を
以
て
、
鬼
窟
裏
に
在

っ
て
著
到
し
、
究
尭
安
楽
を
求
め
る

(大
正
蔵

四
七
ー
九

三
五

a
)
。



大
慧

は
こ
の
よ
う
に
黙
照
禅

の
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
宗
風
を
持

つ
の
が
曹
洞
宗
の
禅
者
達
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
慧
は
法
を
嗣
ぐ

こ
と
に
な
る
園
悟
克
勤

(
一
〇
六
三
-

一
=
二
五
)
の
下

へ
掛
搭
す
る
前
に
、
曹
洞

の
宗
旨
を
会
得
し
て

い
る
。

『大
慧
年
譜
』
二
〇
歳
の
項
に
云
う
。
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銭
承
務

の
為
の
普
説
を
按
ず
る
に
云
く
、
「初
め
行
脚
の
時
、
曾

つ
て
洞
山
微
禅
師
に
参
ず
。
二
年

の
間
、
曹
洞
の
宗
旨
、

一
時
に
参
得

す
」
。
又
、
武
庫
を
按
ず
る
に
曰
く
、
「郵
州
の
大
陽
に
て
、
元
首
座

・
微
和
尚

・
堅
首
座
に
見
ゆ
。
微
、
芙
蓉
楷

の
会
中
に
在

っ
て
、

衆
に
首
た
り
。
堅
、
侍
者
と
な

っ
て
十
余
年
な
り
。
師
、
三
公
の
座
下
に
周
旋
し
て
、
尽
く
其

の
旨
趣
を
得
た
り
。
授
受

の
際
に
、
皆
、

膏
香

し
て
、
以
て
妄
り
に
付
授
せ
ざ
る
こ
と
を
表
す
。
乃
ち
自
ら
惟
う

て
曰
く
、
"
禅
に
伝
授
有
り
。
豊
に
仏
祖
、
自
証
自
悟

の
法
な
ら

ん
や
"
遂
に
之
を
棄

つ
」
。
又
、
方
敷
文
の
為
の
普
説
に
云
く
、
「微
、
却

っ
て
悟
門
有
る
も
、
只
だ
是
れ
合
せ
ず

し
て
、
功
勲
五
位

・

偏
正
回
互

・
五
王
子
の
類
、
許
多

の
家
事
を
将
ち
来
た

っ
て
伝
え
し
む
。
我
に

一
伝
得
了
せ
ら
れ
て
、
写
し
て

一
紙
の
膀
と
作
し
、
僧

堂
前

に
在
り
。
大
丈
夫
の
参
禅
、
豊
に
肯

っ
て
宗
師

の
口
辺
に
就

い
て
、
野
狐
の
誕
唾
を
喫
せ
ん
や
。
尽
く
是
れ

閻
老
子
の
面
前
に
、

鉄
棒
を
喫
す
る
底
な
り
」
9。

こ
れ

に
よ
る
と
、
大
慧
は
嗣
法
を
受
け
る
程
に
曹
洞
の
宗
旨
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
慧

は
そ
の
曹
洞
宗

の
教
義
に
つ
い
て
、
こ
の
示
衆
の
中
で
、
臨
済

の
四
料
棟
と
併
せ
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
m。
五
位
に

つ
い
て
は
、

大
慧
の
語
録

の
中
で
四
巻
本

『
普
説
』
中
に
お
い
て

一
カ
所
簡
単
に
検
討
し
て
い
る
が
u
、
こ
れ
ほ
ど
綿
密
に
検
討
し

て
い
る
の
は
こ
の
部

分
を
お

い
て
他
に
な
い
。
実
際
こ
の
五
位
に
関
す
る
説
明
は
、
本
示
衆

の
約
四
分

の

一
の
量
を
占
め
る
。
そ
の
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
大
慧

が
こ
の
点
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
位
に
関
す
る
大
慧
の
説
明
は
、
そ
の
綿
密
さ

か
ら
、
や
が
て
大
慧

派
の
晦
巌
智
昭

(不
詳
)
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
る

『
人
天
眼
目
』
に
お
い
て
割
注
と
し
て
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
E
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ま
た
、
大
慧
は
曹
洞
宗
だ
け
で
は
な
く
、
園
悟
の
下

へ
参
ず
る
前
に
他
の
宗
旨
も
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

尋
訪
知
識
雲
門
曹
洞
潟
仰
臨
濟

(「師
住
明
州
育
王
山
入
院
當
晩
普
説
」
四
巻
本

『普
説
』
巻

二
、
卍
正
蔵
経
五
九
ー
八
三
六
上
)

こ

の
こ
と
は
、
大
慧
の
語
録
中
に
度
々
あ
ら
わ
れ
る
証
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
宗
派
に
つ
い
て
、
曹

洞
宗
に

つ
い
て
は
上

記

の
通
り
で
あ
り
、
雲
門
宗
に

つ
い
て
は
、
大
慧
が
十
入
歳
の
時
に
初
め
て
参
じ
た
奉
聖
の
初
和
尚
の
下
で
学
ん
で

い
る
。
又
臨
済
宗
の

黄
竜
派

の
禅
に
つ
い
て
は
、
園
悟

の
前
に
参
じ
た
、
湛
堂
文
準

(
一
〇
六

一
1

=

一
五
)
の
下
で
学
ん
で
い
る
。
楊
岐
派
の
禅
に

つ
い

て
は
園
梧

の
下
で
学
ん
で
い
る

の
で
問
題
は
な

い
が
、
潟
仰
宗
を
大
慧
が
ど
こ
で
学
ん
だ
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
巻
本

『
普
説
』

巻
二

「方
敷
文
請
普
説
」
に
よ
れ
ば
、

「潟
仰
下
の
耽
源
、
仰
山
に
授
け
る
九
十
六
の
圓
相
、
洞
下
功
勲
五
位
、
偏
正
回
互
、
五
王
子
之
類

に
至

る
を
以
て
、
都
て
理
會
得
す
」

(卍
正
蔵
経
五
九
-
八
五
五
下
」)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
慧
は
潟
仰
宗
の
圓
相
を
会
得
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
大
慧
が
信
条
と
し
た

「以
悟
為
則
」
と
い
う
言
葉
は
、
元
来

『濡
山
警
策
』
の
中

の
語
で
あ
る
通
り
、
そ
の
影
響
の
大

な
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
禅
風
を
学
ん
だ

こ
と
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
正
法
眼
蔵
に
宗
派
を
問
わ
な

い
こ
と
の
根
拠

と
な

っ
た

の
で
あ
ろ

う
が
、

一
方
で
邪
禅
批
判
に
も

つ
な
が

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
示
衆
は
、
終
始

一
貫
し
て
邪
禅
批
判
と
そ
の
解
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
批
判
と
解
説
は
、
上
記
五
位
の
解

説
だ
け
を
見
て
も
、

大
慧

の
他
の
語
録
中
に
あ
る
、
ど
の
批
判
よ
り
も
詳
細
で
あ
り
、
ま
と
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
示
衆
の
内
容
は
、
ま
さ
し
く

邪
を

弁
じ
て
正
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

も
う

一
点
、
こ
の
示
衆
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
こ
の
示
衆
を

『信
心
銘
』
を
も

っ
て
ま
と
め
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
『信
心
銘
』
は
、

大
慧

の
批
判
し
た
真
欺
や
宏
智
と
い

っ
た
曹
洞
宗

の
禅
者
と
関
係
が
深
い
。



宏
智

の
、
そ
の
黙
照
的
な
禅
風
の
源
泉
に

『信
心
銘
』
が
あ
り
B、
ま
た
、

そ
れ
は

『信
心
銘
拮
古
』
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
践
文
に
、

真
歌
に
は
、
『信
心
銘
』
の
綿
密
な
拮
提
が
あ
る
の
で
あ
る
。

紹
興

の
間
に
當

っ
て
、
妙
喜
は
東
山
を
正
統
し
、
黙
照
を
講
砦
す
。
寂
苓
是
れ
學
す
る
に
、
謂
い
つ
べ
し
、
其
の
室
に
入

っ
て
、
其
の

犬
を
操
り
、
其
の
矛
を
取

っ
て
其

の
盾
を
撃

つ
。
覧
る
者
當
に
自
ら

こ
れ
を
得
べ
し
。
義
遠
敬
賊

(続
蔵
経

一
二
四
ー
六
五
五
上
)
。

と
あ
る
。
妙
喜
と
は
大
慧
の
こ
と
で
あ
り
、
東
山
と
は
五
祖
法
演
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
寂
巷
と
い
う
の
が
真
歌

の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

こ
の
践
文
に
は
、
こ
の

『
拮
古
』
が
、
真
歌
が
大
慧

の
黙
照
禅
批
判
に
対
抗
し
て
著
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
『信
心
銘
拮
古
』
が
真
歌
に
よ
る
、

い
わ
ば

「弁
邪
正
説
」
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
実
際
、
そ
の
内
容
は
、

看
話
禅
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
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(狐
疑
浮
壼
、
正
信
調
直
)
而
今
只
管
に
古
人
の
言
句
、
玄
妙
な
る
公
案
を
將

っ
て
、
肚
皮
裏
に
築
在

し
、
將
に
平
生
の
参
學
事
、
畢

り
ぬ
と
謂
う
。
殊
に
知
ら
ず
、
壼
く
是
れ
頑
挺
涕
淫
た
り
。
古
人
喚
ん
で
、
糞
を
運
び
汝
が
心
田
を
汚
す
と
作
す

(同
右
六
五
〇
頁
下
)
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
信
心
銘
』
を
通
し
て
、
大
慧
と
真
歌
、
そ
し
て
宏
智
が
結
び

つ
く
。

に
よ
る

「弁
邪
正
説
」
で
あ
る
と
考
え
る
根
拠

の

一
つ
に
な
ろ
う
。

(
「
弁
邪
正
説
」
は
示
衆
か
論
書
か
)

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
本
示
衆
と

つ
ま
り
、
こ
れ
ら

の
点
も
本
示
衆
が
大
慧

「弁
邪
正
説
」
と
の
関
連
を
検
証
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
疑
問
点
が

残
さ
れ
て
い
る
。
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ま
ず

、
『朱
子
語
類
』
並
び
に

『年
譜
』
の

「弁
邪
正
説
」
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
「著
弁
邪
正
説
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「弁
邪

正
説
」
が
、
大
慧
の
著
し
た
論
書
に
思
え
る
点
で
あ
る
。
こ
の

「著
」
と
い
う
動
詞
が
、
「弁
邪
正
説
」
の
性
質
を
表
す
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、

「弁
邪
正
説
」
は
大
慧

の
書
き
下
ろ
し
た
論
書
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ

ら
の
こ
と
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
、
改
め
て

「弁
邪
正
説
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
、
紹
興
四
年
、
大
慧
四
六
歳

の

『年
譜
』
の

記
述
を
見
て
み
る
。
す
る
と
、

こ
の
年
が
大
慧
の
禅
者
と
し
て
の
人
生
に
お
い
て
、
如
何
に
重
要
な
年
で
あ

っ
た
か
が
理
解
で
き
る
u。

ま
ず

三
月
、
大
慧
は
、
福
州
長
楽
県
の
広
因
寺
に
留
ま
る
。
そ
し
て
、
そ
の
間
に
、
真
欲

の
住
す
る
雪
峯
山

へ
赴

く
。
こ
こ
で
初
め
て

真
歌
と
大
慧
は
接
触
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
大
慧
は
真
歌

の
請
い
に
よ

っ
て
普
説
を
行
う
。
そ
れ
が
、
大
蔵
経
所
収
の

『
大
慧

語
録
』
巻

=
二
、

「大
慧
禅
師
普
説
」
の
冒
頭
を
飾
る
、
「師
到
雪
峯
山
値
建
菩
提
会
請
普
説
」

(大
正
蔵
四
七
-
八
六

三

a
)
で
あ
る
。
こ

の
中

で
、
大
慧
は
真
欲
の
宗
風
に
も
触
れ

て
い
る
。

そ
し

て
、
そ
の
普
説
を
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
学
人
の
何
人
か
が
、
大
慧
の
下

へ
参
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
代

表
が
浄
居
妙
道
、
定

光
大
師

で
あ
る
。
彼
女
は
他

の
者
よ
り

一
足
早
く
広
因
寺
に
い
る
大
慧
の
下

へ
駆
け

つ
け
、
大
慧
に
よ

っ
て
看
話
禅

で
開
悟
す
る
の
で
あ

る
。
そ

し
て
、
彼
女
は
大
慧

の
最
初
の
法
嗣
で
も
あ

っ
た
。

そ

の
後
、
す
ぐ
に
大
慧
は
林
遵
善

(字
適
可
)
の
導
き
に
よ

っ
て
、
洋
喚
巷
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
で

「弁
邪
正
説
」

を
な
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
、
大
慧
は
看
話
禅
に
よ

っ
て
、
精
力
的
に
弟
子
の
指
導
に
あ
た
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
年
が
、

実
質
的

に
大
慧
が
弟
子
の
指
導
を
始
め
た
最
初

の
年
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
象
徴
が
短
期
間
で
の
開
悟
者

の
多
発
で
あ

っ
た
。

『
年
譜
』
に
は

「苓
に
居
し
て
纏
に
五
十
三
人
、
未
だ
五
十
日
な
ら
ざ
る
に
、
法
を
得
る
者
十
三
輩
・な
り
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
『
年
譜
』

に
は
若

干
不
鮮
明
な
点
が
見
ら
れ
る
の
で
、
「方
敷
文
請
普
説
」
で
少
し
補
足
す
る
と
、
「
三
月
初
五
よ
り
三
月
二
十

一
に
至
る
に
、
十
三

人
を
連

に
打
発
し
、
ま
た
箇

の
八
十
四
歳
の
老
和
尚
、
喚
ん
で
大
悲
長
老
と
作
す
を
接
得
す
」
と
し
、
そ
し
て
大
慧
は
、

「山
僧
、
此
れ
よ

り
話
頭
方
め
て
行
い
、
毎
に
人
の
与
に
説
け
り
」

(四
巻
本

『普
説
』
巻
三

卍
正
蔵
経
五
九
-
八
八
五
下
)
と
、
看

話
禅
に
よ
る
指
導
に
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大

い
に
自
信
を
持

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

翌
年

の
紹
興
五
年
の
正
月
に
は
、
甫
中
、
雲
巌
の
天
宮
巷
に
移
り
、
そ
の
四
月
の
初
め
に
泉
州
小
渓
、
雲
門
巷

に
移
る
。

つ
ま
り
、
大

慧
は
、
洋
喚
苓
に
は
わ
ず
か
十
ケ
月
程
し
か
居
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
大
慧
は
別
の
箇
所
で
、
広
因
寺
と
洋
嘆
巷
に
い
た
期

間
を

「八
ケ
月
」
と
述

べ
て
い
る
巧。
い
ず
れ
に
し
て
も
短
期
間
で
あ
る
。
し
か
も
、

「弁
邪
正
説
」
に

つ
い
て
の
記
述

で
最
も
信
頼

の
置
け

る
、
大
慧
自
身
に
よ
る

『大
慧
書
』
所
収

の

「答
曾
侍
郎
書
」
も
ま
た
、
洋
喚
巷
に
い
る
間
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
『年
譜
』

(13
注
)
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
従

っ
て
、
実
際
に
洋
嘆
巷
に
入

っ
て
か
ら
、

「答
曾
侍
郎
書
」
を
記
す
ま
で
の
期
間
と
な
る
と
、
十
ヶ
月

よ
り
も

っ
と
短

い
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
に
、
弟
子
の
指
導
を
熱
心
に
行

い
な
が
ら
、
し
か
も

「弁
邪

正
説
」
と

い
う
よ
う

な
書
を
書
き
下
ろ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
が
口
頭
で
な
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
前
述
し
た
疑
問
点
に

つ
い
て
確
認
す
れ
ば
、
「弁
邪
正
説
」
に

つ
い
て
の

『
大
慧
書
』
以
外

の
記
述
が
、
「著

弁
正
邪
説
」
と
な

っ

て
い
る

の
に
対
し
て
、
最
も
信
頼
度

の
高

い

『大
慧
書
』
に
は
、
「作
弁
邪
正
説
」
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は

「邪
正
を
弁
ず
る
説
を
作
す
」

と
書
き

下
せ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も

「弁
邪
正
説
」
が

「書
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「弁
邪
正
説
」
が
、
大
慧

の
示
衆
で
あ

っ
た
と
考
え
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
示
衆
が
な
さ
れ
た
時
期
が
明
確
で
な
い
こ
と
も
疑
問
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
本
示
衆
が

「弁
邪
正
説
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
大
慧
が
洋
喚
巷
に
い
た
時
に
な
さ
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

確
か

に
こ
の
示
衆
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
。

こ
れ
は
、
本
示
衆
の
中
に
、
そ
の
時
期
を
示
す
記
録
が
無

い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、

今
後
よ
り
詳
細
な
大
慧
の
語
録
の
傾
向
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
は
把
握

で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
特

に
無
字
に
つ
い
て

一

言
も
説

い
て
い
な
い
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
再
び

『信
心
銘
』
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

大
蔵
経
所
収

の

『
大
慧
語
録
』
巻
八
に
、
洋
嘆
巷
に
お
け
る
大
慧
の

「語
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
慧
が
洋
喚
苓
に
い
た

期
間
を
物
語
る
よ
う
に
、
非
常
に
少
な

い
。
そ
の
中
に
、
『
信
心
銘
』
の

「至
道
無
難
、
唯
嫌
操
択
」
の
八
字
が
見
え
る
。
『
信
心
銘
』
か
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ら
の
引

用
自
体
は
、
他
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
が
、
『信
心
銘
』
の
肝
要
の
部
分
で
あ
る
、
こ
の
八
字
を
引
用
し
た
例
は
た
だ

一
カ
所
を
除

い
て
他
に
な
い
。
そ
の

一
カ
所

こ
そ
が
、
本
示
衆
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
真
欲
と
の
関
係
を
も
示
す
、
本
示
衆

の
ポ
イ
ン
ト
の
部
分

で
あ
る
。
こ
の
共
通
点
も
本
示
衆
の
時
期
を
洋
嗅
巷
で
あ
る
と
考
え
る

一
つ
の
要
素
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
「弁
邪
正
説
」
と

『
正
法
眼
蔵
』
)

で
は
、
何
故

『大
慧
語
録
』
か
ら
削
除
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
正
法
眼
蔵
』
に
採
録
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述

し
た
よ
う
に

『
正
法
眼
蔵
』
に
は
序
践
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な

『
正
法
眼
蔵
』
に
あ

っ
て
、
開
巻
第

一
に
収
め
る
扮
陽
善
昭
の
法

を
嗣

い
だ
、
珀
邪
慧
畳

(不
詳
)
の
機
縁
の
後
に
記
す
大
慧

の
言
葉
は
、
い
わ
ば
自
序
に
あ
た
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
を

著
し
た
大
慧
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

予
、
罪
に
因

っ
て
衡
陽
に
居
す
。
門
を
杜
じ
て
循
省
す
る
の
外
、
心
を
用
い
る
所
無
し
。
間
に
柄
子
の
請
益
す
る
有
り
。
已
む
を
得
ず

し

て
、
之
と
酬
酢
す
。
禅
者
沖
密

・
慧
然
、
手
に
随

っ
て
抄
録
す
。
日
月
侵
久
し
て
、

一
巨
軸
と
成
り
、
持
ち
来

た

っ
て
其

の
題
を
名

づ
け
ん
こ
と
を
乞
う
。
後
来
に
昭
示
し
て
、
仏
祖

の
正
法
眼
蔵
を
し
て
滅
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
予
、
因
み
に
之
に
目
け

て
正
法
眼

蔵
と
日
う
。
即
ち
瑛
邪
を
以
て
篇
首
と
為
す
。
故
に
尊
宿
前
後
の
次
序
、
宗
派
殊
異
の
分
無
し
。
但
だ
向
上
の
巴
鼻
を
徹
証
し
て
、
人

の
与
め
に
粘
を
解
き
、
縛
を
去
る
を
取
り
て
、
正
眼
を
具
す
る
の
み

(続
蔵
経

=

八
ー
四
上
)
。

こ
の
よ
う
に
、
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
衡
州
配
流
と
い
う
大
慧
の
極
め

て
不
遇
な
時
期
に
、
問
答
商
量
に
使

っ
た
公
案
を
、
弟
子
た
ち
が
編

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
わ
ば
公
案
集
に
、
大
慧
が
後
世
に
お
い
て
仏
祖

の
正
法
眼
蔵

の
滅
す
る
こ
と

の
無

い
こ
と
を
願

っ

て
、

「正
法
眼
蔵
」
と
い
う
題
を

つ
け
た

の
で
あ
る
。
そ
の

「正
法
眼
蔵
」
を
会
得
し
て
い
る
禅
者
の
み
が
、

「正
眼

の
師
」
な
の
で
あ
る
。
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従

っ
て
、
そ
こ
に
門
派
を
立
て
て
分
類
す
る
必
要
な
ど
無
か

っ
た
。
こ
の
主
張
は
、
本
示
衆
の
内
容
に
も
あ
て
は
ま

る
。

当
時
、
す
で
に
五
家
と
い
う
よ
う
な
、
禅
風
に
よ
る
分
類
は
現
れ
て
い
た
し
、
そ
の
中
に
は
、
大
慧

の
主
張
と
相
違
す
る
禅
風
を
持

っ

た
禅
者

も
多
く

い
た
の
で
あ
ろ
う
お。
そ
し
て
、
結
果
的
に
、
黙
照
禅
的
宗
風
を
持
ち
、
大
慧
禅

の
中
心
で
あ
る

「悟

」
を
強
調
し
な

い
曹

洞
宗

の
禅
者
に
対
し
て
批
判
を
加
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
宗
派
意
識
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
も

の
な
ど
で
な
く
、
ま

た
そ
の
根
底
ま
で
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
は
、
大
慧
の
修
道
の
過
程
と
、
そ
の
主
張
を
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
慧
が
批
判
し
た
の
は
黙
照
禅
だ
け
で
は
な

い
。
公
案
禅
や
看
話
禅
に
対
し
て
も
批
判
を
し
て
い
る
。
こ

の
当
時

、
す
で
に
参
禅
の
仕
方
が
形
骸
化
し

つ
つ
あ

っ
た
。
そ
れ
は
大
慧
の
他
の
語
録
中
に
お
け
る
証
言
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
"。

大
慧
が
最
も
嫌

っ
た

の
は
、
方
法

へ
の
執
着
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
本
示
衆
中

の
表
現
に
よ
れ
ば
、

「所
重
」
で
あ
り
、
「案
臼
」
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
点
に
お
い
て
最
も
危
険

で
あ
る
と
大
慧
の
眼
に
映

っ
て
い
た
の
が
黙
照
禅
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
執
着
か
ら
人
々

を
解
放

し
、
正
し
い
禅
を
会
得
さ
せ
る
こ
と
を
大
慧
は
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
慧

に
と

っ
て
当
時

の
邪
禅
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
正
し
い
禅
を
主
張
す
る
た
め
に
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

こ
と
だ

っ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
正
禅
を
真
に
実
現
す
る
も
の
が
看
話
禅

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
主
張
が

「弁
邪
正
説
」
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
本
体

と
な

っ
た
の
が

『
正
法
眼
蔵
』
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
序
践
の
無

い

『
正
法
眼
蔵
』
に
と

っ
て
、

い
わ
ば
本

示
衆
は
践
文
に
あ
た
る
と

い
え
よ
う
。

従

っ
て
、

「弁
邪
正
説
」
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
、
最
も
意
味
を
持

つ
と
言
え
よ
う
。

(ま
と
め
)

以
上
、
『
大
慧
書
』

の
諸
注
釈
書
が
、
現
在
の
学
説
で
は
現
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た

「弁
邪
正
説
」
を
、
『
正
法
眼
蔵
』
末
に
付

さ
れ
た

示
衆
で
あ
る
と
指
摘
す
る
、
そ
の
根
拠
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
本
示
衆
を

「弁
邪
正
説
」
で
あ

る
と
す
る
に
足
る
、
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い
く

つ
か

の
根
拠
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
無
著
に
よ
る

『大
慧
書
拷
楮
樹
』、
並
び
に

『大
慧
書
』
各
抄
物
に

「弁
邪
正
説
」
を
本
示
衆
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

・
入
蔵
し
た

『大
慧
語
録
』
に
は
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版

の
二
版
が
あ
る
が
、
東
禅
寺
版
は
三
〇
巻
構
成
で
あ
り
、
開
元
寺
版
は
そ
の

三
〇
巻
に
、
本
示
衆
を
含
む
普
説

一
巻
が
加
わ

っ
て
、
全
体

で
三

一
巻
構
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『大
慧
語
録
』
が
入
蔵
し
た
時

の
東

禅
寺
は
、
大
慧
派
の
僧
が
続
け
て
住
持
と
な

っ
て
お
り
、
『朱
子
語
類
』
の
、
「大
慧
の
弟
子
達
が

『弁
邪
正
説
』
を
削
除
し
た
」
と

い
う
記
述
と
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
。

・
本

示
衆
の
中
に
、
「執
邪
為
正
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。

・
『
正
法
眼
蔵
』
重
刻
版

の
、
円
澄
に
よ
る
序
文
は
、
明
ら
か
に

「正
」
と

「邪
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
本
示
衆
の
中

の
邪
禅
批
判
が
、
他
の
大
慧
の
語
録
に
見
ら
れ
る
邪
禅
批
判
と

一
致
す
る
ば
か
り
か
、
な
お
詳
細

で
あ
る
。

・
本
示
衆
に
お
い
て
、
黙
照
禅
の
宗
風
を
持

つ
曹
洞
宗
の
教
義
に
つ
い
て
綿
密
に
解
説
し
て
い
る
。

・
大
慧
の
批
判
の
相
手
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
、
真
歓
清
了
に
よ
る
綿
密
な
解
説
書
が
あ
り
、
ま
た
、
宏
智
の
黙
照
的
な
禅
風
の
源

泉
を
な
す

『
信
心
銘
』
か
ら
の
引
用
に
よ

っ
て
本
示
衆
を
ま
と
め
て
い
る
。

・
大
慧
が

「弁
邪
正
説
」
を
作
し
た
と
さ
れ
る
洋
喚
巷
に
は
、
大
慧
は
十
ヶ
月
程
し
か
住
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
間
に
、

「弁
邪
正
説
」
と

い
う
よ
う
論
書
を
大
慧
が
書
き
下
ろ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
が

口
頭
で
な
さ
れ
た
示
衆
で
あ

る
と
考
え
た
方
が
自

然

で
あ
る
。

・
『
信
心
銘
』
の

「至
道
無
難
、
唯
嫌
挾
択
」
の
言
葉
が
、
『
大
慧
語
録
』
収
録
の
、

「洋
喚
苓
語
録
」
と
、
他
に
本
示
衆
の
中
だ
け
し
か

見
ら
れ
な
い
こ
と
。

・
「弁
邪
正
説
」
が
、
『
正
法
眼
蔵
』
末
尾
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
、
最
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



さ
て
、
大
慧
に
と

っ
て
曹
洞
宗
を
始
め
と
す
る
他
宗
と
の
関
係
は
、
そ
の
思
想

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し

て
看
話
禅
と
い
う
、
宋
代
に
お
け
る
禅
の
刷
新

の
方
向
が
定
ま

っ
て
行
く
の
も
、
こ
れ
ら
他
宗
と

の
融
和
と
対
立
を
通

し
て
な
の
で
あ
る
。

そ
の
意

味
で
、

「弁
邪
正
説
」
を
通
し
て
の
大
慧
禅

の
研
究
は
、
臨
済
系

の
看
話
禅
研
究
の
問
題
提
起
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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(注
)

1
柳
田
聖
山

「看
話
と
黙
照
」
(花
大
研
究
紀
要
六
、

一
九
七
五
)
や
石
井
修
道

「大
慧
宗
果
と
そ
の
弟
子
た
ち
1
真
歌
清
了
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ

て

(承
前
)」
(印
仏
研
究
二
三
ー

一

S
四
九
)
に
よ
る
。

2
こ
の
論
に
は
そ
の
事
実
を
伝
え
る
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
に

「弁
正
邪
説
」、
「弁
邪
正
説
」
の
二
通
り
の
呼
び
方
を
し
て
い
る
。
荒
木
見
悟
氏
は
、

自
身
の
訳
注
で
あ
る

『大
慧
書
』
(禅
の
語
録

一
七

筑
摩
書
房
刊

S
四
四
)
に
お
い
て
、
『
年
譜
』
と

『
朱
子
語
類
』
の
呼
び
方
に
倣
っ
て
、

「弁
正
邪
説
」
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
論
で
は

『
大
慧
書
』
の
注
釈
書
で
あ
る

『大
慧
書
拷
楮
樹
』
の
指
摘

を
元
に
検
討
し
て
い
る
の
で
、
便
宜
上

『大
慧
書
』
の
記
述
に
従
う
。

3
石
井
修
道
氏
は

『宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
第
四
章

「宏
智
正
覚
と
黙
照
禅
の
確
立
」
(二
九
五
頁

大
東
出
版
、
S
六
二
)
に
お
い
て
、
宏
智
禅

に

つ
い
て
詳
細
に
研
究
し
、
宏
智
に
大
慧
の
批
判
す
る
黙
照
的
な
要
素
の
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
禅
風
に
、
「至
游
禅
」
的
要
素

も
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

4
例
え
ば
江
戸
時
代
の
、
萬
安
英
種
に
よ
る

『大
慧
書
砂
』
に
よ
れ
ば
、
「弁
邪
正
説
、
別
抄
云
、
正
法
眼
蔵
末
有

一
段
説
法
是
也
」
と
あ
る
。
ま

た
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
の
『大
慧
書
抄
』
に
は
、
「弁
正
邪
説
、
別
抄
云
、
見
正
法
眼
蔵
」
(松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵

禅
籍
抄
物
集

三
七
頁

岩
波
書

店

S
五

一
)
と
指
摘
し
て
い
る
。

5
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
の
巻
数
の
相
違
は
、
題
記
を
比
較
し
て
も
わ
か
る
。

(東
禅
寺
版
)

福
州
東
禅
寺
報
恩
光
孝
禅
寺
本
寺
承
知
府
安
撫
大
観
文
公
文
備
准
御
批
。
降
大
慧
禅
師
語
録
十
冊
。
令
實
之
名
山
大
蔵
中
。
以
永
其
伝
。
住
持
臣
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僧
徳
潜
謹
刊
為
経
板
。
計
三
十
巻
。
入
干
毘
盧
大
蔵
。
用
廣
流
通
。
以
此
功
徳
恭
為
今
上
皇
帝
祝
延
聖
寿
無
彊
。
仰
願
皇
図
輩
固
。
鳳
歴
長
新
。

佛
日
増
輝
。
法
輪
常
転
。
乾
道
八
年
正
月

日
住
持
臣
僧
徳
潜
謹
題

(大
正
蔵
四
七
ー
八

=

a
)

(開
元
寺
版
)

福
州
開
元
禅
寺
伏
蒙
。
判
府
安
撫
大
観
文
相
公
恭
准
御
批
。
降
大
慧
禅
師
語
録
十
冊
。
令
箕
之
名
山
大
蔵
。
以
永
其
伝
。
住
持
臣
僧
紹
玉
謹
募
壇

信
刊
為
経
板
。
計
三
十

一
巻
。
入
干
本
寺
印
毘
盧
大
蔵
経
院
。
用
廣
流
通
。
以
此
功
徳
恭
祝
延
今
上
皇
帝
容
算
無
彊
。
恭
願
薙
図
永
固
。
鳳
歴
彌

新
。
佛
日
増
輝
。
法
輪
常
転
者
。
乾
道
八
年
正
月

日
住
持
臣
僧
紹
玉
謹
題

(大
正
蔵
四
七
-
八

=

枠
外
注
)

6
椎
名
宏
雄

『宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』
大
東
出
版

二
二
九
頁

一
九
九
三

7
重
刻
正
法
眼
蔵
序

正
法
眼
蔵
者
難
言
。
也
請
、
以
喩
明
。
磐
如
浄
眼
洞
見
森
羅
、
取
之
無
窮
、
用
之
無
尽
。
故
名
日
蔵
。
夫
蔵
者
含
蔵
、
最
広
。
邪
正
相
操
、
浬
滑

難
弁
。
甚
至
邪
能
奪
正
、
正
反
為
邪
。
故
似
泉
眼
不
通
泥
沙
立
塞
、
法
眼
不
正
邪
見
層
出
。
別
挟
泥
沙
而
泉
眼
通
、
勇
除
邪
見
而
法
眼
正
。
自
非

至
人
其
何
択
。
焉
昔
竺
乾
有
九
十
六
種
背
正
趨
邪
。
二
十
八
人
擢
邪
持
正
。
逮
家
東
土
、
白
馬
西
来
正
教
始
興
於
濁
世
。
名
相
尋
陥
於
邪
宗
。
由

是
達
磨
大
師
掃
除
繁
萎
、
直
示
本
心
。
嗣
後
五
宗
分
派
、
各
別
門
風
。
会
其
枢
要
、
卓
乎
純
正
。
誼
意
、
人
根
寝
劣
、
法
久
弊
生
。
或
承
虚
、
接

響
、
以
盲
枷
階
棒
妄
号
通
宗
。
或
守
拙
、
抱
愚
、
以

一
味
不
言
目
為
本
分
。
或
彷
彿
依
稀
自
称
了
悟
。
或
揺
唇
鼓
舌
、
以
当
平
生
。
如
是
有
百
二

十
家
。
痴
揮
自
瞭
人
、
倫
溺
狂
邪
。
故
我
大
慧
老
人
、
承
悲
願
力
運
無
畏
心
、
決
択
五
家
提
摯
最
正
者
、
凡
百
余
人
裏
以
成
秩
。
目
日
正
法
眼
蔵
。

是
書
、
也
如
懸
白
沢
裏
、
精
妖
喪
魂
、
乗
金
剛
剣
、
魔
外
潜
躍
。
四
七
古
錐
宗
眼
、
二
三
老
漢
家
珍
、
不
渉
程
途
、

一
覧
具
足
。
知
為
後
学
指
南

無
加
此
　
。
時
有
繍
水
普
善
庵
沙
門
慧
悦
居
士
、
春
門
徐
弘
沢
、
自
慶
奇
遇
嵯
彼
未
聞
。
翼
報
仏
恩
、
募
資
、
重
刻
、
属
余
為
序
、
以
飴
同
志
而

参
学
者
。
即
使
遊
法
界
無
辺
之
門
、
融
古
今
刹
那
之
念
。
猶
是
功
勲
辺
事
。
若
能
了
悟
、
則
自
心
何
知
、
自
眼
何
見
。
非
見
、
非
知
、
是
真
得
正

法
眼
蔵
者
臭
。

万
暦
丙
辰
端
陽
日
嗣
曹
洞
正
宗
第
二
十
七
代
古
越
顕
聖
寺
住
持
沙
門

円
澄

撰

8
宮
内
庁
所
蔵
の
宋
版
正
法
眼
蔵
に
は
序
践
は
な
い
が
、
王
質

(
一
=
二
五
1

=

八
九
)
の

『雪
山
集
』
巻

一
六

(「武
英
殿
聚
珍
版
書
」
所
収
)

に

「大
慧
禅
師
正
法
眼
蔵
序
」
が
あ
り
、
『
少
室
山
房
筆
叢
』
巻
四
八
に
、
呉
丞
相
に
よ
る
序
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

『
攻
魏
集
』
巻
八

一
に
、

楼
鍮

(
一
=
二
七
-

一
二

=
二
)
の

「践
正
法
眼
蔵
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
序
政
を
有
す
る
別
本
の

『
正
法
眼
蔵
』
が
あ

っ
た
と
類
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推
さ

れ

る
。

9

「銭

承
務
請

普

説
」
は

、
四
巻
本

『
普
説

』
巻

二

(
卍
正

蔵
経

五
九
ー

八
五
〇

下
)

に
、
『
武

庫
』

に

つ
い

て
は
、
大

正
蔵

四
七
-

九

五

三
b

に
、

「方
敷

文
請
普

説

」
は
、

四
巻

本

『
普

説
』
巻

二

(
卍
正
蔵

経

五
九
-

八

五
五

下
)
に

そ
れ
ぞ

れ

見
ら
れ

る
。

し
か

し
、
最
後

の

「方

敷
文

請
普

説

」

に

つ
い

て
は
、
本

文
と

若

干
記
述

が
異

な

る
。

10
大

慧

の
五
位

説

は
明
ら

か

に
臨
済

系

の
解
釈

に
則

っ
て

い
る
。
臨

済

系

の
禅

者

で
五

位

に

つ
い

て
検

討
を

加
え

て
い
る

の
は
、
扮

陽
善

昭
、
石
霜

楚

円

の

二
人
が
有

名

で
あ

る
が
、

大
慧

も

そ

の
系

統

に
あ

る
。

以
下

洞
山
、

曹

山
と
な

ら

べ

て
比
較

し

て
み

る
。

(洞
山
)

正
位
却
偏

偏
位
却
正

正
位
中
来

偏
位
中
来

相
兼
帯
来

(曹
山
)

正
中
偏

偏
中
正

正
中
来

偏
中
至

兼
中
到

(扮
陽
)

正
中
来

正
中
偏

偏
中
正

兼
中
至

兼
中
到

(石
霜
)

正
中
偏

偏
中
正

正
中
来

兼
中
至

兼
中
到

(大
慧
)

正
中
偏

偏
中
正

正
中
来

兼
中
至

兼
中
到

以
上
の
よ
う
に
、
扮
陽
善
昭
に
よ
っ
て

一
旦
五
位
説
が
大
幅
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
順
序
の
変
更
は
、
扮
陽
か
ら
石
霜
に
至

っ
て
再
び
従
来
の
順

序
に
戻
さ
れ
て
い
る
が
、
「偏
中
至
」
を

「兼
中
至
」
と
変
更
し
た
点
は
戻
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
伝
受
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
臨
済
系
の
五
位
説

の
形
に
な
っ
て
い
る
。
大
慧
も
こ
の
形
で
五
位
説
を
解
釈
し
て
い
る
が
、
曹
洞
系
の
禅
者
か
ら
は
そ
の
後
こ
の
点
を
巡
っ
て
様
々
な
批
判
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
大
慧
の
曹
洞
宗
の
理
解
が
、
伝
来
の
曹
洞
宗
の
解
釈
そ
の
ま
ま
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
残
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
。

n
四
巻
本

『普
説
』
巻
四
、
「行
者
徳
舜
請
普
説
」
に
、
「至
如
以
黒
白
圏
見
作
五
位
形
相
。
以
全
黒
為
威
音
那
畔
空
劫
已
前
事
、
謂
之
正
位
。
正
位

上
説
不
得
。
却
來
偏
位
上
説
。
正
指
桑
樹
罵
椀
樹
。
尊
堂
有
諦
。
切
忌
當
頭
」
(卍
正
蔵
経
五
九
-
九
五

一
上
)
と
あ
る
。

12

『
人
天
眼
目
』
に
は
多
く
の
異
本
が
あ
る
。
椎
名
宏
雄
氏
は

「『人
天
眼
目
』
の
諸
本
」
(宗
学
研
究
二
〇
号

S
五
三
)、
「高
麗
版

『
人
天
眼
目
』

と
そ
の
資
料
」
(駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
四
四
、
S
六

一
)
に
お
い
て
主
要
な
版
本
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
存
す
る
代
表
的

な
版
で
あ
る
、
五
山
本
、
高
麗
本
の
ど
ち
ら
に
も
大
慧
の
五
位
の
註
は
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
初
期
の
段
階
か
ら
、
『
人
天
眼
目
』
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に
採

用
さ

れ

て

い
た

こ
と
が

わ

か
る
。
し

か
も
晦

巌
智

昭

は
大
慧

か
ら

数

え

て
三
代

目
に
あ

た

る
大
慧

派

の
禅
僧

で
あ

る

か
ら
、
そ

の
著

し
た

書

に
大
慧

の
語
を
採

用

し
た

こ
と

は
想
像

に
難

く
な

い
。

13

石
井
修

道

氏

に
よ

っ
て
、
次

の
よ
う

に
指
摘
さ

れ

て
い
る
。

『
信

心
銘
』

中

の

「虚

明
自

照
、

不
労

心
力
。

非
思

量
処

、
識
情

難
測

」

の

一
句

の

「虚

明
」

「自
照

」
は
し
ば

し
ば

『
宏
智
録

』
に
引

用
さ

れ

る
語
句

で
あ

り
、
宏
智

の
撰

し
た

『
大
用
庵

銘

』

一
篇

に
対

し

て
、
王
伯

痒
が

、

「
中

書

舎

人
播

公
良
貴

、
大
用

庵

に
銘

せ
ん

こ
と
を

請

い
、
親

し
く
為

に
石

に
書
す

。
歎

じ

て
曰
く
、

三
祖

の

『
信

心
銘

』
と
相

い
後

先
す

、
と
」
と

三
祖

と
宏
智

を
並

べ
て
讃
歎

し

て

い
る

こ
と
を

そ

の
根
拠

と

し

て
い
る
。
そ

の
上

で
石
井

氏

は
、
『
信

心
銘

』
自
体

に
黙

照
禅

の
主

張
が

存
在

し

た

と
結

論

づ
け

て
い
る

(
『
道

元
禅

の
成
立

史
的

研
究

』

三

一
四
頁
)
。

14
本

論

に
と

っ
て
ま

こ
と

に
重

要

で
あ

る
と
思

え

る
紹

興

四
年

に

つ
い
て

の
記
述

を
、

『
年
譜

』

よ
り
抜

粋
す

る
。

「師

、
四
十

六
歳

。
是
年

二
月
、
七

閲

の
行
を

作
す

。
子
蒼

の
別
を
贈

る
詩

を
按

ず

る

に
、
其

の
略

に
曰
く

、

「幻

世
吾

が
方

に
夢

。
津

に
迷

う

子
、
舟

を
作

す
。
禅

心
如

し

密
付

せ
ば

、
当

に
為

に
少

し
く
滝

留
す

べ
し
」
。

又
、
還

た
雪
峰

老

に
応

じ

て
、
衆
を

領

し
、
雲

門
を

待

つ
の
句

有

り
。
三
月

、
長
楽

に
至

っ
て
、
広

因
寺

に
館

ず
。
因

み
に
雪

峰

に
遊

び

、
適

た

ま
菩

提
会
を

建

つ
。
真
欲

了
禅

師
、
請

し

て
衆

が
為

に
普

説

せ
し

む
。
其

の
略

に

曰
く
、

「今

夏
、
広
因

に
在

っ
て
、
箇

の
燈

心
阜
角

の
鋪

子
を

開
き

、
分

に
随

っ
て
些

の
巖
禅

を
説

く
。
室

中

に

一
句

子
を

問
う

。

思

量
計

較

せ
ず

し

て
、
天
真

自
然

に

一
句
を

道
得

す
れ

ば
、
便
ち

一
拶

を
与

え
、
擬
議

し

て
来
ら
ざ

れ
ば

、
壁

脊

に

一
棒

す
。
別

に
細
賦

の
功

夫

無

し

。
忽
然

と

し

て

一
箇

、

半
箇

を
打
発

す
。

却

っ
て
上

来

し

て
大

炉
輔

に
就

か

し
め
、
事

、

一
家

に
同

じ
」
。
超

・
明

・
海

の
三
大
師

の
為

の

普

説

を
按

ず
る

に
云

く
、

「尼
長

老
妙
道

、
定

光

大
師

と
号
す

。
往

年
、

雪
峰

に
在

っ
て
、
諸
処

に
参

禅
す

。
我

の
広

因
に
在

る

と
聞

い
て
、
遂

に
夏

を
破

り
来

っ
て
控

搭
を

求

む
。
山
僧

、
倥

に
道

く

、
我

は
是

れ

よ
り
客

な

り
。
長
老

に
問

取

し
去
れ

。
長

老
、
之

を
諾

す
。
其

の
時

、
只
だ

七
十
僧

、

一
日
に
両

遍

入
室

す

。
因
み

に
光
蔵

主

の
為

に
話
を

挙
す

次
、
道

、
外

面

に
在

り

て
、
聴
き

得

て
、
歓

喜

の
処
有

り

。
便

ち
来

っ
て
吐

露

し

て
云

く
、

『
適
た

ま
和

尚

の
不
是

心

不
是
仏

不
是

物
を

挙
す

る
を

聞

い

て
、

已
に
理
会

し
得

た

り
』
。
当
時

便
ち

佗

に
問
う

、

『
不
是

心

不
是

仏

不

是
物

、
祢

、
如

何

が
会

す
』
。

云
く
、

『
妙
道

、
只
だ

急
塵

に
会

す
』
。
道

が
聞

、
未

だ

了
ら
ざ

る

に
、
山
僧

云
く

、
『
囲
。
箇

の
只
だ

慈
麿

に

会

す

る

こ
と
を
多

く

し

了
る
と

』
。
渠

乃
ち
瞥

地

た

り
」
。
林
適

可
司

法
、
巷

を
洋

喚

に
靱

む
。
師
を

延

い

て
之

に
居

せ

し
む
。
時

に
宗
徒

、
妙

悟

を

機
置

し

、
学

者
を

し

て
寂
黙

に

困
ぜ

し
む

。
因

み
に
弁

正
邪

説
を
著

し

て
之
を

攻

め
、
以

て

一
時

の
弊

を
救

う

。
遵

瑛

禅

人
に

示
す
法

語
を

按

ず

る

に
云

く
、

「
甲
寅

の
春

、
余

、
江
左

よ
り
閾

に
来

る

。
祥

雲
曇
酪

長

老
有

り
。
法
を

蕾
中

に
開

く
。
柄

子
輻
湊

す

。
瑛

、
亦

た
之

に
従

っ
て
、
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表
裏

と
為

す
。
余
、
其

の
未
だ

穏
当

な

ら
ざ

る
を
知

り

、
学
者

を

誤

る
を
恐

れ

て
、
書

を

以

て
諮

に
致

し

て
、
蓮
く

来
ら

し

む
。
酪
、
得
失

を

畏

れ

て
、
其

の
行
を

遅
く

す
。
遂

に

小
参

に
因

っ
て
、
其

の
非

を
痛

斥

し
、
膀

を
門

に
掲
げ

て
、
以

て
四
衆

に
告

ぐ
。
諮

、
巳
む

こ
と
を

得
ず

し

て
、

乃
ち
夏

を
破

っ
て
来

る
。
其

の
所

証
を

詰
れ
ば

、
只
だ

旧
時

の
如

し
。
遂

に
之

に
語

っ
て
曰
く

、
『
急

塵

の
見
解

、
何

ぞ
敢

え

て
園
悟

に
嗣

せ

ん
。

便

ち
院

を

退
却

し
来
れ

』
。
諮

、
夏

末

に
果

し

て
、
食

言
を

せ
ず

。
瑛

も
亦
た

継

い

で
至
る

。

一
日
、

入
室
す

。
余

、
僧

に
問

う
、

『
徳

山
、
僧

の

門
に

入
る

を
見

て
便
ち

棒
す

。
臨
済

、
僧

の
門

に
入
る

を
見

て
便

ち
喝

す
。

雪
峰
、

僧

の
門

に
入

る
を

見

て
便

ち
道

う

、
是
れ

什
慶

ぞ

。
睦

州
、

僧

の
門
に

入

る
を
見

て
便

ち
道

う

、
現

成
公

案
、

祢

に
放

す

三
十
棒

。

這

の
四
箇

の
老

漢

、
還

っ
て
為

人

の
処
有

り
や

』
。
僧

曰
く
、

『
有

り
』
。

余

曰
く

、
『
割

』
。
僧

、
擬

議
す

。
余
、
便

ち
喝

出
す

。
瑛

、
之
を

聞

い

て
、
忽

然
と

し

て
従
前

の
許

多

の
悪
知

悪
解

を
脱

去
す

。
遂

に
箇

の
漉

涯

地

の
柄

僧
と

成

る
。
酪
も
亦

た

相

い
継

い

で
、

一
言

の
下

に
於

い

て
、
脚

、
実

地
を

踏

む
」
。

「弥
光

禅

人
有

り
、
叢
林

、
光
状

元

と
号

す
者

な

り
。

蓋

し
洋
喚

に
在

り

て
、
最

初

に
法
を

得
た

り

。

一
日
、

入
室

の
次
、
師

問
う

て
曰
く

、

「喫

粥

し
了
れ

る
や

、
鉢

孟
を

洗

い

了
れ

る
や

、
焼

香

し

了
れ
る

や
、
行

道

し

了
れ

る
や

。
藥

忌
を

去
却

し

て
、

一
句

を
道

い
将
ち

来
れ

」
。
光

云

く
、
『
裂
破

す
』
。

師
、

声
を

属

し

て
曰
く
、

『
伽

、

又
、

這
裏

に

来

っ
て
禅

を
説

け
り

』
。
光

、
言

下

に
契

悟

す
。
頒

を

呈
し

て

云
く
、

『
当
機

一
拶

、
怒

雷
、

吼
ゆ

。
法
身

を
驚

起

し

て
、
北
斗

に
蔵

す

。

洪
波

浩

瀞
、
浪
浴

の
天

。
鼻

孔
を

拮
得

し

て
、
口
を
失

却
す

』
。
師
、
即
ち

鼓
を

樋

っ
て
偶

を

説

い
て
以

て
証

し

て
云
く

、
『
亀

毛

拮
得

し

て
、
笑

い
冶

始

、

一
撃

に
万
重

の
関
鎖

開
く

。
慶

快

平
生

、
是

れ
今

日
。
敦

が

云
く
、

千

里
、

吾
を

脈

し
来

る
』
」
。

「
又
、

鼎
需
禅

人
、

入
室

す
。

師

、

問
う

て
曰
く
、

『
内

、
放

出
せ
ず

、
外

、
放

入
せ

ず
。
正
当
急

塵

の
時
如

何

』
。
儒

、
対
え

ん
と

擬
す

。
師

、
竹
箆

を

以

て
打

つ
こ
と

三

下
に

至
る
。

需
謡

忽

ち
大
悟

し
、
覚

え
ず

叫

〃

で
曰
く

、
『
和
尚

、

巳
に
是

れ
多

し
』
。

師

又
、

打

つ
こ
と

一
下
す

。

乃
ち

一
偏

を

示
し

て
云
く
、

『
頂

門
、

竪

に
亜

ぐ
、
摩

醗
が

眼
、

肘
後

、
斜

め
に
懸

か

る
、
奪

命
符

。
眼

を
喀
却

し
、
符

を
奪
却

す

。
趙

州
東
壁

に
萌

藍
を

控

く
』
」
。

「
又
、
大

悲
閑

長

老
、

年

八
十
有

四
。
衆

に
随

っ
て
入
室

す
。

師
問

う
、

『
万
法

と

侶
為
ら

ず

、
是
れ

什
麿

人

ぞ
」
。
閑

曰
く

、

『
扶
け

起

こ
さ
ず

』
。
師

曰
く
、

『
扶

け
起

こ
さ

ず
、

是
れ
什

慶

人
ぞ

。
速
や

か

に
道
え

、
速

や
か

に
道

え
』
。
閑

、
対
え

ん
と

擬
す

。
師

便
ち

打
す

。
忽

然
と

大
悟

す
。

復
た

示
す

に

頒
を

以

て
す
。

『
一
棒

に

生
死

の
窟
を

打
破

す
。
当

時

凡
聖
、
行

躍
を

絶
す

。
返
笑

、
趙

州
、
心

、
欺

ま
ず

。
老
来

、
自

に
由
り

西
東

に
走

る

』
」
。

巷

に

居

し

て
繰

に
、
五
十

三
人

、
未

だ

五
十

日
な
ら

ざ

る
に
、
得
法

の
者

、
十

三
輩

。
曾

天
游

侍

郎

・
呉

元
昭
提

刑

に
答
え

る

間
道

の
書

、
祖

元

禅

人

.
曇
酪

長

老
等

に
示
す

十

三
頒
あ

り

。
頒
を

以

て
了
然

居
士

鄭
挙

之
と

戯
れ

る
。
珪

竹
巷

の
讃

を
作

す

。
泉

大
道

に
擬

し

て
、

苞
歌

を

作

る
。

文
紀
道

者

の
持
鉢

を
送

る

(以

下
略
)
。
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15

『
年
譜

』

四

七
歳

の
章

に
、

「又
、

按
師

答

郡
王

孟
公

仁
仲

・
枢

密
徐

公

師
川

書

云
、
去

春

入
閲

、
憩

広

因

・
洋

嘆
。

及

八
箇

月
、

而
票

子
応

、

以
蕾
中

霊
巌

天
宮

巷

見
招
、
坐

席
未

媛
、
江

少
明

、
復

以
今

新
巷

、
遣

人
相

延
」
と
あ

る
。

し
か

し
、
こ

こ
で
引

用
す

る
手
紙

は

『
大

慧
書

』
に

は
無

い
。

16

そ
も
そ

も
唐
末

か

ら
宋
代

に

か
け

て
、
宗

派
間

の
争

い
が

顕
著

に
な

る
。
そ
れ

は
当
初

は
臨
済

宗

と
雲

門
宗

の
対

立

で
あ

っ
た
。
洪
覚

範

(
一

〇
七

一
ー

=

二
八
)
の

『
石
門
文

字
禅

』
巻

二
三
、

「僧

宝
伝

序

」
に

よ
れ
ば

、

「自
嘉

祐

至
政
和

之
初

、
雲

門
臨

済

両
宗
之

商
卓

然
冠

映
」
と

あ

る
。
ま

た

『
玄
沙

広

録
』

序

に
、

「
仏
学

最
為

多
塗

。

而
禅

尤
多

病
。

唐

之
盛
時

、
南

北

更

舐
砦
、

而
北

禅
侵

微

。
逮

今

可
見
者

千
有

余
家

、

皆
六

祖
之

所
自

出
。

近
世

言
禅
尤

盛
、

而
雲

門
臨
済

独

伝
」

(続
蔵

経

一
二
六
ー

一
七

六
上
)

と
あ

る
。

そ
し

て
、
宋
代

に

至

っ
て
雲

門
宗

が
衰

え
、
曹

洞

宗
が
隆

盛

を
迎

え
る

。
葉
夢

得

(
一
〇
七

七
1

=

四
八
)

の

『
避

暑
録

話

』
に

よ
れ
ば

、

「
近
歳
談

禅

、
唯
雲

門

、
臨
済

二
氏

、
及

洞

山
道
楷

出
、

為
雲

門
、

臨
済

而

不
至
者

、
皆

翻
然

捨

而
従

之
、
故

今
為

洞

山
者
幾

十
之

三
」

(説

郭

二
〇
)

と
あ

る
。

17

四
巻

本

『
普

説
』
巻

一
に

「宣

州
奉

聖

、
有

箇

初
和
尚

。
是
婆

州

人
、
法

嗣
昌
携

板
。
住

奉
聖

四
十
鯨
年

。
我
初

為
僧

襲
蒙

、
在
他

庭

入
室
。
教

我
看

僧
問

法

眼
如
何

是
學

人
自

己
法

眼

云
是

汝
自

己
。
雲

門
下

入
室
時

、
謂

之
學
話

。
師
家

須

是
提
蜥

三
五
番

云
是

汝
自

己
」

(正
蔵

経

五
九
ー

八

〇
五

下
)

と
あ

る
。



「弁

邪

正

説
」

訓

註

(上

)

こ
の

「弁
邪
正
説
」
は
、
底
本
に
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
宋
版

『
正
法
眼
蔵
』
を
使
用
し
、
続
蔵
経
本
と
対
校
し
た
。

に
つ
い
て
は
無
視
を
し
た
。
な
お
、
書
き
下
し
に
あ
た

っ
て
は
、
禅
文
化
研
究
所
の
神
野
恭
行
氏

の
御
助
力
を
得
た
。

旧
字
体
の
相
違
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妙
喜
示
衆
云
、

古
人
道

、
大
智
無
分
別
、
大
用
無
理
事
。
如
月
印
千
江
、
似
波
随

衆
水
。
且
那
箇
是
無
分
別
底
大
智
、
那
箇
是
無
理
事
底
大
用
。
莫

是
問

一
答
十
、
辮
潟
懸
河
是
大
智
麿
。
莫
是
麓
言
及
細
語
、
皆
蹄

第

一
義

、
撤
倒
縄
床
、
喝
散
大
衆
、
欄
臆
贈
掌
、
佛
袖
便
行
擬
議

思
量
、
壁

口
便
塑
之
類
、
是
大
用
廣
。
若
作
這
般
見
解
、
莫
道
、

我
是
納
僧
。
便
倣
他
柄
僧
門
下
、
提
破
草
鮭
、
牽
骨
董
袋
底
奴
子

也
。
未
得
在
。
善
知
識
、
實
悟
實
謹
而
大
法
不
明
。
為
人
時
、
未

免
以
自
悟
自
謹
庭
指
似
人
、
曙
却
人
眼
。
況
無
悟
謹
學
語
之
流
、

階
人
眼
不
在
言
也
。
此
事
大
難
、
没
量
大
人
到
這
裏
無
挿
足
庭
。

祢
小
根
無
知
魔
子
輩
、
如
何
敢
造
次
開
大
口
。
休
試
静
庭
坐
地
、

微
細
掃

摩
、
祢
方
寸
裏
還
實
到
不
疑
之
地
也
未
。
若
實
未
到
我
、

却
賞
称

。
放
得
過
、
把
得
定
、
不
受
人
走
作
。
這
般
底
喚
作
地
獄

津
。
十
方
施
主
、

一
粒
米
、

一
董
菜
、
將
来
供
給
像
。
只
要
祢
道

業

成

就

、

得

。

同
趣
佛
乗
、
求
異
世
他
生
福
報
。
道
業
不
明
、
如
何
消

妙
喜
衆
に
示
し
て
云
く

古
人
の
道
く
、

「大
智
分
別
無
く
、
大
用
理
事
無
し
。
月
の
千

江
に
印
す
る
が
如
く
、
波
の
衆
水
に
随
う
に
似
た
り
」
。

且
く
那
箇
か
是
れ
無
分
別
底

の
大
智
、
那
箇
か
是
れ
無
理
事

底
の
大
用
。
是
れ

一
を
問
え
ば
十
を
答
え
、
辮
懸
河
に
潟
ぐ
を
、

是
れ
大
智
と
す
る
こ
と
莫
き
や
。
是
れ
麓
言

及
び
細
語
、
皆
第

一
義
に
蹄
す
。・
縄
床
を
撒
倒
し
、
大
衆
を
喝
散
し
、
欄
腺
贈
掌

し
、
佛
袖
し
て
便
ち
行
き
、
擬
議
思
量
す
れ
ば
壁

口
に
便
ち

こ

れ
を
塑
す
る
類
、
是
れ
大
用
と
す
る
こ
と
莫
き
や
。
若
し
這
般

の
見
解
を
作
さ
ば
、
道
う
こ
と
莫
れ
、
我
是
れ
柄
僧
な
り
、
と
。

便
ち
他

の
柄
僧
門
下
、
破
草
鮭
を
提
げ
、
骨
董
袋
を
摯
え
る
底
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の
奴
子
と
倣
す
な
り
。
未
だ
得
ざ
る
と
こ
ろ
在
る
善
知
識
、
實

悟
實

謹
し
て
も
大
法
明
め
ず
。
為
人
す
る
時
に
、
未
だ
自
悟
自

謹
庭
を
以
て
人
に
指
似
す
る
に
、
人
の
眼
を
曙
却
す
る
こ
と
を

免
れ
ず
。
況
や
悟
詮
無
き
學
語
の
流
、
人
の
眼
を
階
す
る
こ
と

言
う

に
在
ら
ざ
る
な
り
。
此
の
事
は
大
難
、
没
量
の
大
人
も
遮

裏
に
到
る
に
足
の
挿
す
庭
無
し
。
祢
小
根
無
知
の
魔
子
の
輩
、

如
何

に
し
て
敢
え
て
造
次
に
大

口
を
開
か
ん
。
侭
試
に
静
庭
で

地
に
坐
し
、
微
細
の
掃
摩
、
称
方
寸
の
裏
に
還
た
實
に
不
疑

の

地
に
到
ら
ん
や
。
若
し
實
に
未
だ
到
ざ
れ
ば
、
我
却

っ
て
侮
を

賞
め

ん
。
放
得
過
も
、
把
得
定
も
、
人
の
走
作
を
受
け
ざ
れ
。

這
般
底
を
喚
ん
で
地
獄
の
津
と
作
す
。
十
方

の
施
主
、

一
粒
の

米
、

一
董
の
菜
、
將
ち
来

っ
て
侮
に
供
給
す
。
只
だ
祢

の
道
業

成
就

し
て
、
同
に
佛
乗
に
趣
き
、
異
世
他
生
の
福
報
を
求
め
ん

と
要
す
。
道
業
明
ら
め
ず
ん
ば
、
如
何
ん
が
消
得
せ
ん
。

録
』
七
九
則
)
天
台
智
頻
の

『法
華
文
句
』
に
、
類
似
し
た
表
現

が
見
ら
れ
る
。
「鹿
言
及
軟
語
、
皆
帰
第

一
義
」
(大
正
蔵
三
四
1

二
b
)
。

○
鍬
倒
縄
床
喝
散
大
衆
欄
臆
贈
掌
梯
袖
便
行
擬
議
思
量
壁
口
便
塑
之

類
"
鋭
い
禅
者
の
機
鋒
の
表
現
。
「喝
散
」
は
、
僧
堂
内
の
大
衆
に

対
し
、解
散
す
べ
き
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
。
「欄
臆
贈
掌
」と
は
、

相
手
の
顎
を
引
っ
と
ら
え
て
、
真
正
面
か
ら
い
き
な
り
殴
り
つ
け

る
こ
と
。

○
提
破
草
鮭
摯
骨
董
袋
底
奴
子
H
何
の
役
に
も
立
た
な
い
無
意
味
な

言
句
を
提
示
す
る
愚
か
者
。

○
揚
摩
11
真
相
を
推
し
量
っ
て
そ
れ
と
合
致
す
る
こ
と
を
期
し
求
め

る
。
又
単
に
我
の
心
を
以
て
彼
の
情
を
推
し
量
る
意
に
も
用
い
る
。

推
測
。
憶
測
。
「微
細
揚
摩
、
若
離
前
塵
、
有
分
別
性
即
真
汝
心
」

(『榜
厳
経
』
大
正
蔵

一
九
-

一
〇
九

a
)
。

○
方
寸
裏
目
心
の
こ
と
。
古
来
胸
中
方
寸
の
間
に
心
が
あ
る
と
信
じ

ら
れ
た
。
「始
知
方
寸
之
内
。
具
足
眞
如
」

(『榜
伽
師
資
記
』
大
正

蔵
八
五
ー

一
二
入
三

a
)
。

○
大
智
無
分
別
大
用
無
理
事
如
月
印
千
江
似
波
随
衆
水
"
引
用
不
詳

○
問

一
答
十
辮
潟
懸
河
11
聡
明
怜
捌
な
こ
と
で
あ
る
が
、禅
門
で
は
、

そ
れ
を
知
解
分
別
に
走
る
こ
と
の
象
徴
と
し
て
嫌
う
。

○
麓
言
及
細
語
"
大
づ
か
み
な
言
葉
と
。
綿
密
な
こ
と
ば
。
(『碧
巌

侮
諸
人
決
欲
紹
継
此
箇
門
風
。
直
須
心
境

一
如
、
方
有
少
分
相
磨
。

祢
莫
見
我
説
急
慶
事
、
便
閉
目
蔵
晴
、
倣
死
模
様
、
硬
差
排
心
與

境

一
如
。
這
箇
儘
休
伎
禰
、
如
何
差
排
。
弥
要
得
真
箇
心
境

一
如
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磨
。
直
須
砕
地
折
剥
地
断
。
拮
却
燭
腰
裏
作
妄
想
底
、
將
第
八
識

断

一
刀
、
自
然
不
著
差
排
。
休
不
見
、
巖
頭
和
尚
有
言
。
纏
有
所

重
、
便
成
案
臼
。
祢
諸
人
、

一
生
在
叢
林
参
尋
此
事
無
所
得
者
、

不
在
言
也
。
其
間
多
有
頭
白
歯
黄
。
坐
在
案
日
裏

一
生
出
頭
不
得
。

都
不
知
非
。
向
古
人
言
句
上
得
些
滋
味
者
、
以
奇
言
妙
句
為
案
臼
。

於
経
教

中
聲
名
、
句
義
上
得
滋
味
者
、
以
経
教
為
案
臼
。
於
古
人

　

公
按
上
得
滋
味
者
、
以
古
人
問
答
、
代
語
、
別
語
、
抑
揚
語
、
褒

疑
語
、
為
案
臼
。
於
心
性
上
得
滋
味
者
、
以
三
界
唯
心
萬
法
唯
識

お

為
軍
臼
。
於
寂
黙
無
言
無
説
庭
得
滋
味
者
、
以
閉
目
蔵
晴
、
威
音

那
畔
坐

、
在
黒
山
下
鬼
窟
裏
、
不
動
為
案
臼
。
於
日
用
動
轄
施
為

塵
得
滋
味
者
、
以
揚
眉
瞬
目
、
塞
・畳
提
斯
為
案
臼
。
謂
、
法
不
在

言
語
上
、
不
在
情
識
上
、
不
在
墨
動
施
為
威
。
錯
認
業
識
為
佛
性
。

於
此
得
滋
味
者
、
以
撃
石
火
閃
電
光
為
案
臼
。

(*
剥
"
曝

*
按

目
案

*
晴
"
眼
)

弥
ら
諸
人
、
決
し
て
此
箇

の
門
風
を
紹
継
せ
よ
。
直
に
須
く

心
境

一
如
に
し
て
、
方
に
少
分
の
相
磨
有
る
べ
し
。
祢
我
れ
急

慶

の
事
を
説
く
の
を
見
て
、
便
ち
目
を
閉
じ
晴
を
藏
し
、
死
に

模
様

を
徹
し
、
硬
く
差
排
し
て
心
と
境
と

一
如
な
ら
し
む
る
こ

と
莫
れ
。
遮
箇
の
祢
に
儘
す
伎
禰
、
如
何

に
し
て
差
排
す
。
祢

眞
に
箇
の
心
境

一
如
を
得
ん
と
要
す
や
。
直
に
須
く
砕
地
折
剥

地
臨
な
る
べ
し
。
燭
腰
裏
に
妄
想
を
作
す
底

の
も
の
を
拮
却
し

て
、
第
八
識
を
將

っ
て
断

一
刀
せ
ば
、
自
然
に
差
排
す
る
こ
と

に
著
せ
ず
。

称
見
ず
や
、巌
頭
和
尚
に
言
う

こ
と
有
り
。
「纏
か
に
所
重
有

れ
ば
、
便
ち
案
臼
と
成
る
」
。
弥
ら
諸
人
、

一
生
叢
林
に
在

っ
て

此
の
事
を
参
尋
す
る
に
所
得
無
く
ん
ば
、
言
に
在
ら
ざ
る
な
り
。

其
の
間
多
く
頭
白
歯
黄
有
り
。
坐
し
て
案

日
裏
に
在

っ
て
、

一

生
出
頭
す
る
こ
と
を
得
ず
。
都

て
非
を
知

ら
ず
。
古
人
言
句
上

に
向
か

っ
て
些
の
滋
味
を
得
る
者
、
奇
言
妙
句
を
以
て
案

臼
と

為
す
。
経
教
中
の
聲
名
、
句
義
上
に
お
い

て
滋
味
を
得
る
者
、

経
教
を
以
て
案
臼
と
為
す
。
古
人
の
公
按

上
に
滋
味
を
得
る
者

は
、
古
人
の
問
答
、
代
語
、
別
語
、
抑
揚

語
、
褒
既
語
を
以
て

案
臼
と
為
す
。
心
性
の
上
に
滋
味
を
得
る
者
は
、
三
界
唯
心
萬

法
唯
識
を
以
て
案
臼
と
為
す
。
寂
黙
無
言
無
説
庭
に
滋
味
を
得

る
者
は
、
目
を
閉
じ
晴
を
藏
し
、
威
音
那
畔
に
坐
し
て
、
黒
山

下
鬼
窟
裏
に
在
り
、
動
ぜ
ざ
る
を
以
て
案

臼
と
為
す
。
日
用
動

轄
施
為

の
庭
に
お
い
て
滋
味
を
得
る
者
は
、
揚
眉
瞬
目
、
學
覧
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提
衡

を
以
て
案
臼
と
為
す
。
謂
く
、
法
は
言
語
の
上
に
在
ら
ず
、

情
識

の
上
に
在
ら
ず
、
畢
動
施
為
の
虚
に
在
ら
ず
、
錯

っ
て
業

識
を
認
め
て
佛
性
と
為
す
。
此
に
お
い
て
滋
味
を
得
る
者
は
、

撃
石
火
閃
電
光
を
以
て
案
臼
と
為
す
。

○
閉
目
蔵
晴
11
目
を
閉
じ
、自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
。
黒
山
下
の

鬼
窟
裏
。
『大
慧
書
』
に
も
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。後
に
続
く
「倣

死
模
様
」
と
あ
わ
せ
て
、
黙
照
禅
の
禅
風
を
表
現
す
る
。
「亦
不
是

閉
目
蔵
晴
暗
観
無
所
見
。
喚
作
言
語
道
断
。
且
莫
嫌
会
。
仏
法
不

是
這
箇
道
理
」
(『景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
五

天
台
山
徳
紹
国
師
)
。

○
差
排
11
本
来
の
意
味
は
指
図
す
る
こ
と
。
使
う
べ
き
は
使
い
、
斥
く

べ
き
も
の
は
斥
け
て
号
令
処
理
す
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

正
し
い
師
の
意
見
を
聞
か
ず
、
邪
師
の
意
見
に
の
み
耳
を
か
た
む

け
る
者
を
い
う
。

○
砕
地
折
剥
目
粉
々
に
砕
く
こ
と
。

○
巌
頭
和
尚
有
言ゆ綾
有
所
重
便
成
案
臼
11
引
用
不
詳
。

○
頭
白
歯
黄
11
と
し
を
と

っ
て
老
い
ぼ
れ
る
こ
と
。

○
古
人
言
句
上
得
些
滋
味
者
以
奇
言
妙
句
為
案
臼
、於
経
教
中
声
名
句

義
上
得
滋
味
者
以
経
教
為
案
臼
、
於
古
人
公
按
上
得
滋
味
者
以
古

人
問
答
代
語
別
語
抑
揚
語
褒
既
語
為
案
臼
11
こ
れ
ら
三
つ
は
大
慧

の
批
判
す
る
対
象
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
黙
照
禅
で
は
な
く
、
む

し
ろ
看
話
禅
の
、
文
字
を
扱
う
禅
風
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
『大

慧
書
』
に
も
同
じ
よ
う
な
批
判
が
見
ら
れ
る
。
「問
答
」
と
は
師
と

弟
子
の
間
の
仏
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
「代
語
」
と
は
、
師
が

古
則
公
案
を
挙
し
て
、
師
自
ら
が
下
す
語
。

「抑
揚
語
褒
疑
語
」
と

は
、
師
家
が
学
人
を
褒
め
た
り
諺

っ
た
り
し
て
指
導
す
る
手
段
の

こ
と
で
あ
る
。
「或
以

一
問

一
答
、
末
後
多

一
句
、
為
禅
者
。
或
以

古
人
入
道
因
縁
、
聚
取
商
擢
、
云
遮
裏
是
虚
、
那
裏
是
実
、
遮
語

玄
、
那
語
妙
、
或
代
、
或
別
、
為
禅
者
」

(『大
慧
書
』
答
張
舎
人

状
元
書
)
。

○
於
心
性
上
得
滋
味
者
以
三
界
唯
心
万
法
唯
識
為
案
臼
"
心
中
に
不
変

の
自
性
を
見
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
者
は
、
欲

界
、
色
界
、
無
色
界
が
全
て
阿
頼
耶
識
の
顕
現
で
あ
り
、
万
物
は

す
べ
て
一
心
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
。
唯
識
。
「或
以
眼
見
耳

聞
、
和
会
在
三
界
唯
心
万
法
唯
識
上
為
禅
者
」
(上
記
書
)。

○
於
寂
黙
無
言
無
説
処
得
滋
味
者
以
閉
目
蔵
眼
威
音
那
畔
坐
在
黒
山
下

鬼
窟
裡
不
動
為
案
臼
"
黙
照
禅
。
大
慧
は
主
に
こ
の
黙
照
的
な
禅

風
を
批
判
し
た
。
「或
以
無
言
無
説
、
坐
在
黒
山
下
鬼
窟
裏
、
閉
眉

合
眼
、
謂
之
威
音
王
那
畔
父
母
未
生
時
消
息
、
亦
謂
之
黙
而
常
照
、

為
禅
者
」
(上
記
書
)。

○
於
日
用
動
転
施
為
処
得
滋
味
者
以
揚
眉
瞬
目
墾
覚
提
斯
為
案
臼
"
日

常
普
段
の
当
た
り
前
な
動
作
の
全
て
に
悟
り
が
あ
る
と
す
る
。
馬

祖
を
中
心
と
す
る
洪
州
宗
的
な
禅
風
。
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○
畢
動
施
為
H
な
に
げ
な
い

一
挙
手

一
投
足
。

○
業
識
H
随
業
識
と
も
い
う
。
業
を
縁
と
し
て
生
起
し
た
識
の
意
味
。

○
撃
石
火
閃
電
光
為
案
臼
H
言
語
思
慮
の
お
よ
ば
な
い
瞬
時
の
働
き
を

悟
り
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
商
量
も
ま
た

一
つ
の
方
便
に
す
ぎ

な

い
。
「或
以
狙
狂
妄
行
撃
石
火
閃
電
光
。
挙
了
便
会
了
。
一
切
擾

無
」
(『
大
慧
法
語
』
示
智
通
居
士
法
語
)。

如
上
所
説
、
皆
於
得
滋
味
庭
有
所
重
。
若
無
大
丈
夫
氣
概
、
退
歩

知
非
、
即
以
所
重
庭
、
便
作
奇
特
想
、
玄
妙
想
、
安
隠
想
、
究
尭

想
、
解
脱
想
。
作
如
是
等
想
者
、
佛
出
世
、
亦
不
奈
何
。
教
中
謂

之
療
闇
惑
。
何
以
故
。
為
弥
療
故
、
執
邪
為
正
。
為
侮
闇
故
、
堕

在
所
重
庭
、
不
能
動
轄
。
若
於
心
無
所
起
、
於
法
無
所
著
、
則
無

所
重
。
無
所
重
、
則
自
然
赤
骨
力
地
。
無
欲
無
依
於
法
自
在
、
像

即
今
便

要
急
廠
相
磨
。
亦
不
難
。
但
於
心
平
等
無
所
染
著
。
如
何

是
染
著

。
作
衆
生
想
、
佛
想
、
世
間
想
、
出
世
問
想
、
求
出
離
想
、

求
佛
智
想
皆
名
染
著
。
侮
但
向
欲
起
未
起
時
、
猛
著
精
彩
、

一
躍

跳
出
來

、
此
心
朗
然
濁
脱
。
纏
畳
悪
慶
、
便
轄
向
上
面
去
。
自
然

頭
頭
上

明
、
物
物
上
顯
。
得
到
急
麿
田
地
、
亦
不
得
釆
顧
著
。
若

釆
顧
著

、
則
有
所
重
。
綾
有
所
重
、
此
心
即
滲
漏
　
。
只
名
滲
漏

心
、
不
名
平
等
心
。

如
上
の
所
説
、
皆
滋
味
を
得
る
塵
に
所
重
有
り
。
若
し
大
丈

夫
の
氣
概
、
退
歩
し
て
非
を
知
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
即
ち
所
重

の
庭
を
以
て
、
便
ち
奇
特
の
想
、
玄
妙
の
想
、
安
隠
の
想
、
究

尭

の
想
、
解
脱

の
想
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
想
を
作
す
者
、

佛
出
世
す
れ
ど
も
、
亦
た
奈
何
と
も
せ
ず
。
教
中
に
こ
れ
を
療

闇
惑
と
謂
う
。
何
を
以

っ
て
の
故
に
。
祢
療

な
る
が
為
の
故
に
、

邪
に
執
し
て
正
と
為
す
。
祢
闇
な
る
が
為

の
故
に
、
所
重

の
庭

に
堕
在
し
て
、
動
轄
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
若
し
心
に
起
こ
る
所

無
く
、
法
に
所
著
無
け
れ
ば
、
則
ち
所
重
無
し
。
所
重
無
け
れ

ば
、
則
ち
自
然
に
赤
骨
力
地
た
り
。
無
欲
無
依
に
し
て
法
に
お

い
て
自
在
な
ら
ば
、
侮
即
今
便
ち
急
慶

の
相
磨
を
要
す
。
亦
た

難
し
と
せ
ず
。
但
だ
心
に
お
い
て
平
等
に
し
て
染
著
す
る
所
無

か
る
べ
し
。

如
何
な
る
か
是
れ
染
著
。
衆
生
想
、
佛
想
、
世
間
想
、
出
世

間
想
、
求
出
離
想
、
求
佛
智
想
を
作
す
を
皆
染
著
と
名
つ
く
。

侮
但
だ
起
と
う
と
欲
し
て
未
だ
起
た
ざ
る
時
に
向

い
て
、
猛
く

精
彩
を
著
け
、

一
躍
に
跳
出
し
來
た
ら
ば

、
此
の
心
朗
然
と
し

て
濁
脱
す
。
練
か
に
急
塵
を
覧
す
れ
ば
、
便
ち
上
面
に
向
か

っ
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て
轄

じ
去
れ
。
自
然
に
頭
頭

の
上
に
明
ら
め
、
物
物
の
上
に
顯

わ
る
。
慈
慶
の
田
地
に
到
る
こ
と
を
得
て
、
亦
た
釆
顧
著
す
る

こ
と
を
得
ざ
れ
。
若
し
釆
顧
著
す
れ
ば
、
則
ち
所
重
有
り
。
纏

か
に
所
重
有
れ
ば
、
此
の
心
即
ち
滲
漏
な
り
。
只
だ
滲
漏
心
と

名
づ
け
て
、
平
等
心
と
名
づ
け
ず
。

○
奇
特
想
玄
妙
想
安
隠
想
究
尭
想
解
脱
想
旺
こ
れ
ら
全
て
善
境
界
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
執
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は
却
っ
て
煩
悩

と
な
る
。

○
執
邪
為
正
目
大
慧
が
繰
り
返
し
の
べ
る
、間
違

っ
た
あ
り
か
た
。
こ

の
よ
う
な
表
現
自
体
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
古
来
多

く
の
禅
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
『臨
済
録
』

で
は
、
四
賓
主
と
い
わ
れ
る
臨
済
の
説
法
の
後
、
「大
徳
、
山
僧
如

是
所
墨
、
皆
是
辮
魔
挾
異
、
知
其
邪
正

(大
正
蔵
四
七
ー
五
〇

一

a
)
」
と
述
べ
、
学
人
が
間
違

っ
た
修
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
指
導

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
答
の
形
態
は
、
や
が
て
大
慧
の

宗
風
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

○
赤
骨
力
地
H
赤
裸
々
な
さ
ま
。赤
は
本
体
を
隠
蔽
せ
ず
に
あ
ら
わ
す

意
。

○
染
著
11
煩
悩
。事
物
に
執
着
し
て
、本
来
具
有
の
清
浄
心
を
汚
繊
す

る
こ
と
。

○
衆
生
想
仏
想
世
間
想
出
世
間
想
求
出
離
想
求
仏
智
想
目
こ
れ
ら
は
全

て
善
処
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
執
着
す
る
と
煩
悩
と
な
る
。

○
釆
顧
著
H
分
別
し
て
執
着
す
る
。

○
所
重
11
こ
だ
わ
り
。
と
ら
わ
れ
。

○
滲
漏
"
あ
る
程
度
の
悟
り
を
得
た
人
の
心
の
中
に
な
お
残

っ
て
い
る
、

微
細
な
執
着
。
こ
れ
は
本
来
桶
や
堤
な
ど
の
小
さ
な
穴
か
ら
水
が

し
み
こ
ん
だ
り
、
漏
れ
た
り
す
る
こ
と
に
喩
え
た
言
葉
。

謂
平
等
者
、
善
與
悪
等
、
背
與
向
等
、
理
與
事
等
、
凡
與
聖
等
、

量
與
無
量
等
、
躰
與
用
等
。
這
箇
道
理
、
唯
謹
者
方
知
。
諸
人
若

未
謹
、
直
須
謹
取
。
謹
得
了
、
方
得
名
為
真
出
家
見
。
若
心
不
讃

向
心
外
取
謹
、
此
名
出
家
外
道
、
不
堪
為
種
草
。
此
心
廣
大
無
分

剤
、
無
邊
表
、
塵
沙
諸
佛
、
成
等
正
畳
、
山
河
大
地
、
萬
象
森
羅
、

皆
不
出
此
心
。
此
心
能
與

一
切
安
名
、
立
字

、

一
切
與
伊
安
名
、

立
字
不
得
。
故
諸
佛
諸
祖
、
不
得
巳
随
弥
顛
倒
著
箇
名
字
、
喚
作

真
如
佛
性
菩
提
捏
葉
。
強
立
種
種
差
別
、
異
號
。
為
侮
衆
生
界
中

見
解
偏
枯
、
有
種
種
差
別
故
、
立
此
差
別
名

號
、
令
汝
於
差
別
威

識
取
此
無
差
別
底
心
。
非
是
此
心
有
差
別
也

。
所
以
僧
問
馬
祖
。

如
何
是
佛
。
祖
日
、
即
心
是
佛
。
祢
若
實
謹
實
悟
、
有
何
差
別
。

像
若
不
悟
求
奇
特
解
會
、
不
實
謹
實
悟
。
不
信
此
心
決
定
是
佛
、
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只
此
即
心
是
佛
、
便
是
差
別
因
縁
。
佛
言
、
欲
以
讐
喩
而
顯
示
、

終
無
有

喩
能
喩
此
。
説
箇
廣
大
巳
是
限
量
他
了
也
。

謂
ゆ
る
平
等
と
は
、
善
と
悪
等
し
く
、
背
と
向
等
し
く
、
理

と
事
等
し
く
、
凡
と
聖
等
し
く
、
量
と
無
量
等
し
く
、
躰
と
用

等
し
き
。
這
箇
の
道
理
、
唯
だ
讃
す
る
者
の
み
方
に
知
る
。
諸

人
若

し
未
だ
謹
せ
ず
ん
ば
、
直
に
須
く
謹
取
す
べ
し
。
讃
得
し

了
る
を
、方
に
名
づ
け
て
眞

の
出
家
見
為
る
こ
と
を
得
る
と
す
。

若
し
心
に
謹
せ
ず
し
て
心
外
に
向
か

っ
て
誼
を
取
れ
ば
、
此
れ

を
出
家
の
外
道
と
名
づ
け
て
、
種
草
と
為
す
に
堪
え
ず
。
此

の

心
廣
大
に
し
て
分
剤
無
く
、
邊
表
無
く
、
塵
沙
の
諸
佛
、
成
等

正
畳
、
山
河
大
地
、
萬
象
森
羅
、
皆
此

の
心
を
出
で
ず
。
此

の

心
、
能
く

一
切
の
た
め
に
名
を
安
じ
、
字
を
立

つ
れ
ど
も
、

一

切
伊

の
為
に
名
を
安
じ
、
字
を
立
て
る
こ
と
得
ず
。
故
に
諸
佛

諸
祖

、巳
む
を
得
ず
弥
が
顛
倒
に
随

っ
て
箇
の
名
字
を
著
け
て
、

喚
ん
で
眞
如
佛
性
菩
提
浬
葉
と
作
す
。
強

い
て
種
種
の
差
別
、

異
號
を
立

つ
る
。
祢
衆
生
界
の
中

の
見
解
偏
枯
、
種
種
差
別
有

る
が
為
の
故
に
、
此

の
差
別
の
名
號
を
立
て
、
汝
を
し
て
差
別

の
慮

に
お
い
て
此
の
無
差
別
底
の
心
を
識
取
せ
し
む
る
。
是
は

此

の
心
に
差
別
有
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。

所
以
に
僧
、
馬
祖
に
問
う

「如
何
な
る
か
是
れ
佛
」
。
祖
曰
く

「即
心
是
佛
」
。
若
し
實
謹
實
悟
す
れ
ば
、何

の
差
別
か
有
ら
ん
。

祢
若
し
悟
ら
ず
し
て
奇
特
の
解
會
を
求
む
れ
ば
、
實
讃
實
悟
に

あ
ら
ず
。
此
の
心
、
決
定
し
て
是
れ
佛
な

り
と
信
ぜ
ざ
れ
ば
、

只
だ
此

の
即
心
是
佛
、
便
ち
是
れ
差
別
の
因
縁
な
り
。
佛
言
く
、

「警
喩
を
以
て
顯
示
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
終

に
喩
有
る
に
能
く
此

れ
を
喩
う
る
こ
と
無
し
」
。箇
れ
廣
大
な
り
と

説
い
て
巳
に
是
れ

他
を
限
量
し
了
り
ぬ
。

○
所
以
僧

問
馬
祖
如
何

是
仏
祖

日
即
心
是
仏

H
こ

の
語

は
馬
祖
と
大
梅

法
常

と

の
因
縁

に

よ
る
。

「大

梅
山

法
常

禅
師

、
初

め

て
祖

に
参

じ

て
問
う

。
如

何
な

る
か

是

れ

仏
。

祖

云
く
、

即
心

是
仏

。
常

、
即

ち

大
悟
す

。

後
、

大
梅

山
に

居
す

。
祖

、
師

の
住

山
す

る
を

聞

い

て
、
乃
ち

一
僧

を

到
り

問

わ

し
め

て
云

く
、
和

尚
、
馬
師

に

見
え

て
箇

の
什
麿

を

得

て
か
、

便

ち
此

の
山

に
住

す
。

常

云
く

、
馬
師

、

我

に
向
か

っ
て
即
心

是

仏

と
道

う
、

我
れ

便
ち

這
裏

に
住

す
。

僧

云
く

、
馬

師
近

日
、

仏

法

又
た

別
な

り
。
常

云
く
、

作
塵

生

か
別
な

る
。

僧

云
く

、
近

日
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又
た
非
心
非
仏
と
道
う
。
常
云
く
、
這
老
漢
、
人
を
惑
乱
す
る
こ

と
、
未
だ
了
日
有
ら
ず
。
任
汝
え
非
心
非
仏
な
る
も
、
我
は
只
管

に
即
心
即
仏
な
り
。
其
の
僧
回
り
て
祖
に
挙
似
す
。
祖
云
く
、
梅

子
熟
せ
り
。
(『馬
祖
の
語
録
』
六
八
頁

入
矢
義
高
監
修

禅
文

化
研
究
所
)

況
以
限
量
心
、
欲
入
此
廣
大
境
界
、
縦
然
入
得
、
如
持
轟
酌
海
。

一
義
縦
満
、
能
得
幾
何
。
然
只
這
義
中
之
水
、
未
入
釜
時
、
即
是

無
限
量
底
水
。
為
祢
境
界
、
只
如
此
大
生
濡
足
想
故
、
此
無
限
量

境
界
、
亦
随
祢
器
量
満
足
。
非
是
大
海
水
只
有
許
多
故
、
佛
有
言
。

讐
如
大
海
不
譲
小
流
、
乃
至
蚊
虻
及
阿
修
羅
、
飲
其
水
者
皆
得
充

満
。
此
水
喩
心
、
蚊
虻
阿
修
羅
、
喩
大
小
差
別
。
此
心
躰
上
、
本

無
若
干
差
別
。
汝
但
不
起
諸
見
識
取
此
心
、
種
種
差
別
亦
自
識
得

　
。
先
聖
尚
不
許
執
此
心
為
實
、
心
外
更
有
什
塵
實
底
物
、
為
祢　

作
障
難
。
我
今
抱
泥
帯
水
、
亦
是
不
得
巳
、
為
提
漿
嬌
見
、
撫
怜

愛
子
。
老
婆
心
切
故
、
牽
枝
引
蔓
。
侮
莫
記
我
説
底
、
便
以
為
是
。

　

今
日
急
麿
説
、
明
日
又
却
不
慈
塵
説
。
祢
認
急
麿
、
我
却
不
慈
慶
。

称
不
急
塵
時
、
我
却
想
麿
。
侮
向
那
頭
尋
我
住
庭
。
只
我
亦
自
不

知
住
庭
。
佗
人
又
如
何
尋
得
。
這
箇
是
活
底
門
戸
。
死
却
見
行
、

方

可

入
作

。

(
*
怜

11
憐

*

認

11

纏

)

況
や
限
量
の
心
を
以
て
此
の
廣
大
の
境

界
に
入
ら
ん
と
欲
せ

ば
、
縦
然
い
入
り
得
る
も
、
義
を
持

っ
て
海

を
酌
む
が
如
し
。

一
慈
縦
い
滞

つ
れ
ど
も
、
能
く
幾
何
を
や

得
ん
。
然
る
に
只
だ

這
の
義
中
の
水
、
未
だ
益
に
入
ら
ざ
る
時

、
即
ち
是
れ
無
限
量

底

の
水
な
り
。
祢
が
境
界
と
為
し
て
、
只
だ
此
く

の
如
く
大

い

に
満
足
の
想
を
生
ず
る
が
故
に
、
此

の
無
限
量
の
境
界
、
亦
た

祢
の
器
量
に
随

っ
て
滞
足
す
。
是
れ
大
海

の
水
、
只
だ
許
多
有

る
が
故
な
り
。
佛
に
言
う

こ
と
有
り
。

「讐
え
ば
大
海
が
小
流
を

も
譲
ら
ず
、
乃
至
蚊
虻
及
び
阿
修
羅
、
其

の
水
を
飲
む
者
皆
充

滞
を
得
る
が
如
し
」。
此
の
水
は
心
に
喩
え

、
蚊
虻
阿
修
羅
、
大

小
の
差
別
に
喩
う
。
此
の
心
躰

の
上
に
は
、
本
と
若
干
の
差
別

無
し
。
汝
但
し
諸
見
を
起
こ
さ
ず
此
の
心
を
識
取
せ
ば
、
種
々

の
差
別
亦
た
自
ら
識
得
せ
ん
。
先
聖
尚
此

の
心
を
執
し
て
實
と

為
す
を
許
さ
ず
、
心
外
更
に
什
塵
の
實
底

の
物
有

っ
て
か
、
像

が
為
に
障
難
を
作
さ
ん
。

我
れ
今
施
泥
帯
水
、
亦
た
是
れ
巳
む
こ
と
を
得
ず
し
て
、
嬌

見
を
提
漿
し
、
愛
子
を
撫
怜
す
。
老
婆
心
切
な
る
が
為
の
故
、
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枝
を
牽
き
蔓
を
引
く
。
侮
我
説
く
底
を
記
し
て
、
便
ち
以

っ
て

是
と
為
す
こ
と
莫
れ
。
今
日
は
悪
塵
と
説
く
、
明
日
は
又
却

っ

て
急
磨
と
説
か
ず
。
弥
懲
慶
と
認
む
れ
ば
、
我
慈
麿
な
ら
ず
。

祢
懲
廣
な
ら
ざ
る
時
、
我
却

っ
て
慈
塵
な
ら
ん
。
伽
那
頭
に
向

か

っ
て
か
我
が
住
庭
を
尋
ね
ん
。
只
だ
我
亦
た
自
ら
住
庭
を
知

ら
ず

。
佗
人
又
如
何
に
し
て
か
尋
ね
得
ん
。
這
箇
は
是
れ
活
底

の
門

戸
。
見
行
を
死
却
し
て
、
方
て
入
作
す

べ
し
。

○
佛
言
、
欲
以
讐
喩
而
顯
示
、
終
無
有
喩
能
喩
此
。
説
箇
廣
大
巳
是
限

量
他
了
也
11
引
用
不
詳

○
持
轟
酌
海
H
ひ
ょ
う
た
ん
で
海
の
水
を
汲
み
上
げ
る
。無
限
な
も
の

を
限
定
し
て
し
ま
う
こ
と
。

○
讐
如
大
海
不
譲
小
流
乃
至
蚊
虻
及
阿
修
羅
飲
其
水
者
皆
得
充
満
闘
『円

覚
経
』
大
正
蔵

一
七
ー
九
一
=

c

O
施
泥
帯
水
1ー
施
泥
は
泥
を
ひ
く
。
帯
水
は
水
を
か
ぶ
る
こ
と
。
か
ら

だ
中
が
泥
水
だ
ら
け
で
汚
れ
る
さ
ま
。満
身
が
汚
濁
に
満
ち
て
い
る

こ
と
。
ひ
い
て
向
下
門
の
意
を
示
し
、
和
光
同
塵
と
同
義
。
相
手
の

根
機
境
遇
に
同
和
し
て
救
済
接
化
に
つ
と
め
る
こ
と
。

○
提
漿
嬌
児
撫
憐
愛
子
"
愛
児
を
過
度
に
か
わ
い
が
る
様
子
。説
明
が

過
ぎ
る
こ
と
に
対
す
る
、
大
慧
自
身
の
戒
め
。

○
牽
枝
引
蔓
H
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
。

○
今

日
急

塵
説

、
明

目

又
却

不
急
磨

説
。
侮
認

急
麿

、
我
却

不

慈
麿

。

侮

不
慈
麿

時

、
我

却
急

麿

11

こ
の
よ
う

に

、
提

示

し
た
定

義
を

す
ぐ

さ

ま
否
定

、
反
転

し

て

い
く

論

の
進
め

方

は
、
大
慧

に
特

徴
的

な
も

の
で
あ

る
。

「今

日
急
麿

説
、
明

日
却

不
慈
麿

説

。
為

甚
如

此
」

(
四

巻
本

『
普

説

』
巻

二

「方

敷

文
請
普

説

」
)
。

而
今
學
人
、
將
少
分
精
進
、
禮
佛
、
持
諦
戒
、
身
口
意
、
以
為
資

糧
、
希
求
謹
取
、
有
什
廣
交
渉
。
大
似
瘍
人
埋
頭
、
向
西
走
欲
取

東
邊
物
、
轄
走
、
轄
背
、
轄
急
。
轄
遅
。
此
是
無
為
、
無
漏
、
無

功
用
大
法
門
。
若
起
繊
毫
取
謹
心
、
則
背
馳
　

。
如
何
欲
慧
些
小

有
為
功
行
、
便
擬
希
求
。
所
以
古
人
見
得
、
太

近
。
故
云
、
我
坐

地
看
祢
究
取
。
又
云
、
我
、
立
地
看
称
究
取
。
即
不
曽
、
教
祢
起

模
書
様
、
積
功
、
累
徳
、
希
望
成
道
。
縦
祢
希
望
得
成
、
縷
成
、

即
壊
、
徒
自
疲
勢
。
祢
莫
見
任心
慶
道
了
、
便
擾
無
因
果
、
作
地
獄

業
。
以
平
常
無
事
、
喚
作
無
佛
法
知
見
、
飢
来
喫
飯
、
困
来
即
眠
。

以
此
為
無
修
謹
、
以
此
為
無
功
用
。
且
莫
錯
會

好
。
荷
措
此
事
、

也
須
是
箇
渾
剛
打
就
、
生
鐵
鋳
成
底
漢
始
得
。
豊
容
祢
小
根
小
器
、

　

造
次
承
當
。
不
見
、
臨
濟
三
度
問
黄
蘂
佛
法
的

的
大
意
、
三
度
被

打
。
後
得
大
愚
瀦
破
、
忽
然
大
悟
、
不
覧
失
聲

云
、
腰
、
元
来
黄
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藁
佛
法
無
多
子
。
愚
云
、
弥
適
来
覚
有
過
無
過
、

佛
法
無
多
子
。
見
箇
甚
塵
、
便
急
麿
道
。
臨
濟
、

爾
塑
。
愚
遂
托
開
云
、
汝
師
黄
葵
。
非
干
吾
事
、

得
悪
麿
也
未
。
(蘂
11
奨
)

一

而
今
却
言
黄
蘂
一

於
大
愚
肋
下
塑

祢
諸
人
参
暉
還

「

し
か
も
今
の
學
人
、
少
分

の
精
進
、
禮
佛
、
持
諦
戒
、
身

口

意
を
將

っ
て
、
以

っ
て
資
糧
と
為
し
て
、
詮
取
を
希
求
せ
ば
、

什
慶

の
交
渉
か
有
ら
ん
。
大

い
に
凝
人
の
頭
を
埋
め

て
、
西
に

向
か

っ
て
走

っ
て
東
邊
の
物
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
に
似

モ
、
轄

た
走
り
、
轄
た
背
き
、
轄
た
急
ぎ
、
轄
た
遅
る
る
。
此
ば
是
れ

　

無
為
、
無
漏
、
無
功
用

の
大
法
門
な
り
。
若
し
繊
毫
も
取
謹
の

一

心
を
起
こ
さ
ば
、
則
ち
背
馳
す
。

一

如
何
ん
が
些
小
有
為
の
功
行
に
慧
い
て
、
便
ち
希
求
を
擬
す

一

と

欲

せ

ん

。
所

以

に
古

人

の
見

得

、
太

だ

近

し
。
故

に

云

く

、

「我

、

一

坐
地

に
祢
が
究
取
を
看
ん
」
と
。
又
云
く
、
「我
、
立
地
に
祢
が

究
取

を
看
ん
」
。
と
。
即
ち
曽

て
、
伽
を
し
て
模
を
起
こ
τ
様
を

一

書
き
、
功
を
積
み
、
徳
を
累
ね
、
成
道
を
希
望
せ
し
め
ず
。
縦

一

い
像

希
望
し
て
成
る
こ
と
を
得
ん
と
す
れ
ど
も
、
纏
か
に
成
せ

一

ば
、
即
ち
壊
し
て
、
徒
ら
に
自
ら
疲
勢
せ
ん
。
侮
急
慶
に
道

い

一

了
る
を
見
て
、
便
ち
因
果
を
揆
無
し
、
地
獄

の
業
を
作
す

こ
と

莫
れ
。
平
常
無
事
を
以
て
、
喚
ん
で
佛
法
の
知
見
無
し
と
作
し
、

飢
え
來
ら
ば
飯
を
喫
し
、
困
じ
來
た
れ
ば
即
ち
眠
る
。
此
れ
を

以

っ
て
修
謹
無
し
と
為
し
、
此
れ
を
以

っ
て
無
功
用
と
為
す
。

且
く
錯
會
す
る
こ
と
莫
ん
ば
好
し
。

此
の
事
を
荷
憺
す
る
に
、
ま
た
須
く
是
れ
箇
の
渾
剛
打
就
、

生
鐵
鋳
成
底
の
漢
に
し
て
始
め
て
得
べ
し
。
量
に
祢
小
根
小
器

な
る
に
、
造
次
に
承
當
す
べ
け
ん
や
。
見
ず
や
、
臨
濟
三
度
黄

蘂
に

「佛
法
的
的
大
意
」
を
問
い
、
三
度
打

せ
ら
る
る
。
後
に

大
愚
の
鮎
破
を
得
て
、
忽
然
と
し
て
大
悟
、
覧
え
ず
聲
を
失

っ

て
云
く

「薩
、
元
來
黄
藁

の
佛
法
多
子
無
し
」
と
。
愚
云
く

「侮

適
來

『
過
有
り
や
過
無
し
や
』
と
覚
め
て
、
今
却

っ
て

『
黄
藥

の
佛
法
多
子
無
し
』
と
云
う
。
箇
の
甚
麿

を
か
見
て
、
便
ち
急

塵
に
道
う
」
。
臨
濟
、
大
愚
肋
下
を
塑
く
こ
と
雨
塑
す
。
愚
遂
に

托
開
し
て
云
く

「汝
が
師
は
黄
蘂
。
吾
が

事
に
干
る
に
非
ず
」
。

祢
諸
人
参
輝
し
て
還
た
急
塵
を
得
る
や
。

○
資

糧

11
準
備

、
素
材

の
意

。
更

に
修
行

の
も

と
と

な

る
善
根

、
功

徳

を

い
う
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○
大
似
痴
人
埋
頭
向
西
走
欲
取
東
辺
物
転
走
転
背
転
急
転
遅
11
軽
率
に

自
ら
本
来
有
す
る
も
の
に
気
づ
か
ず
他
に
対
し
て
求
め
る
あ
り
方
。

禅
門
に
お
い
て
は
迷

っ
た
衆
生
に
対
し
て
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
で
使
わ
れ
る
表
現
は
、
『
首
榜
厳
経
』に
載
る
演
若
達
多

の
故
事
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「宝
羅
城
中
演
若
達
多
、忽
於

農
朝
以
鏡
照
面
、
愛
鏡
中
頭
眉
目
可
見
、
瞑
責
己
頭
不
見
面
目
、

以
為
魑
魅
無
状
狂
走
」
(大
正
蔵

一
九
1

=
=

b
)。

○
我
坐
地
看
像
究
取
又
云
我
立
地
看
称
究
取
11
大
慧
の
語
録
に
時
折
使

わ
れ
る
表
現
。

○
起
模
画
様
H
格
好
を
作
る
。
「抱
折
了
也
。
也
是
起
模
画
様
」
(『碧

巌
録
』

一
八
則
著
語
)。

○
平
常
無
事
闘
普
段
の
ま
ま
で
、何
の
変
わ
り
も
な
い
生
活
。
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
仏
道
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
甘

え
て
し
ま
う
と
、
悟
り
を
求
め
ず
、
破
戒
行
為
も
そ
の
ま
ま
禅
で

あ
る
と
解
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「無
事
禅
」
に
陥

っ
て
し
ま
う
。

○
飢
来
喫
飯
困
来
即
眠
11
腹
が
減
っ
た
ら
飯
を
食
い
、疲
れ
た
ら
眠
る
。

自
在
な
自
受
用
三
昧
。
「師
日
。
飢
来
喫
飯
。
困
来
即
眠
」
(『景
徳

伝
灯
録
』
巻
六

大
珠
慧
海
章
)。

○
渾
剛
打
就
生
鉄
鋳
成
底
漢
11
こ
こ
で
は
単
に
意
志
の
堅
固
な
る
も
の

の
た
と
え
と
し
て
用
い
て
い
る
。

○
不
見
臨
済
三
度
問
～
汝
師
黄
漿
非
干
吾
事
11
『臨
済
録
』行
録
に
あ

り
。

(以
下
つ
づ
く
)


